
市報市報

　今年度、市が募集した『いのちのフォトコ
ンテスト』の入賞作品です。
　厳正な審査の結果、市内から応募があった
15作品の中から、特選１点、優秀賞５点が選
ばれました。どの作品からも生きることへの
“ぬくもり”が感じられ、見る人の心を温か
くしてくれます。(関連記事２ページに掲載）

テーマは『生きる！』
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パ
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に
な
っ
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と
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【優秀賞】初孫と私（松田光行さん・横手）
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優
秀
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ん
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和
敏
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ん
・
雄
物
川
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11
月
11
日
、
増
田
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
で
『
平
成
23
年
度
横
手
市
心
の
健

康
づ
く
り
・
自
殺
予
防
対
策
講
演
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
よ
こ
て
レ
イ
ン

ボ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
『
あ
っ
!!
晴
れ

劇
団
』
の
皆
さ
ん
が
、
寸
劇
『
た
っ

た
一
つ
の
命
で
す
』
を
上
演
。
物
語

は
、
遊
ぶ
金
欲
し
さ
に
消
費
者
金
融

に
手
を
出
し
て
返
済
が
困
難
に
な
っ

た
主
婦
が
、
知
ら
な
い
う
ち
に
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
て
逮
捕
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
も
の
で
、
劇
団
の
皆
さ
ん

は
、
残
さ
れ
た
家
族
の
苦
悩
を
熱
演

し
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
誰
か
に
悩
み

を
話
す
こ
と
で
心
の
負
担
を
軽
く
し
、

生
き
る
力
を
奮
い
起
こ
そ
う
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
命
の
大
切
さ

を
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、藤
里
町
教
育
委
員
長
で
、

秋
田
ふ
き
の
と
う
県
民
運
動
実
行
委

員
会
会
長
の
袴
田
俊
英
氏
が
『
支
え

あ
お
う
心
と
い
の
ち
〜
わ
た
し
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
』
と
題
し
講

演
。
袴
田
氏
は
「
か
つ
て
は
地
域
の

支
え
あ
い
で
成
り
立
っ
て
い
た
子
育

て
、
介
護
、
葬
儀
な
ど
は
、
世
の
中

の
変
化
と
と
も
に
専
門
家
に
任
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
生
活
が
便
利

に
な
っ
て
、
助
け
あ
い
や
支
え
あ
い

が
薄
れ
、
支
え
ら
れ
方
、
助
け
ら
れ

方
が
下
手
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
と

話
し
、
現
代
社
会
の
孤
立
し
た
人
間

関
係
を
浮
き
彫
り
に
し
、
「
制
度
に

任
せ
て
何
も
し
な
い
自
分
か
ら
脱
却

し
、
自
分
が
元
気
な
う
ち
に
何
か
を

す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
少
し
ず
つ

で
い
い
か
ら
誰
か
の
た
め
に
労
力
を

使
う
こ
と
が
大
切
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院

長
の
鎌
田
實
氏
が
仙
台
で
講
演
し
た

と
き
の
話
を
引
き
合
い
に
出
し
「
私

た
ち
は
99
％
自
分
の
た
め
に
生
き
て

い
る
。
残
り
の
１
％
は
人
の
た
め
に

使
う
。
こ
の
１
％
で
人
の
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
、
社
会
を
支
え
て
い
く
よ

う
に
な
る
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

市政の窓行政報告 

横手市心の健康づくり・自殺予防対策講演会

かけがえのない大切な心と命のために
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今月の表紙

　『平成23年度いのちのフォトコ
ンテスト』入賞者の皆さんです。
“いのちの輝き”を感じる瞬間を
巧みにとらえた写真で見事入賞さ
れ、11月11日に開催された『横手
市心の健康づくり・自殺予防対策
講演会』の席上で、市から賞状と
記念品が贈られました。

１・２_自殺予防のさまざまな取り組みを、映像を交えながら来場者に紹介する講師の袴田俊英氏
３_『あっ!!晴れ劇団』の皆さんが、時には笑いで会場を和ませながら、寸劇で命の大切さを訴えました
４_演技を終えて、来場者にあいさつする『あっ!!晴れ劇団』出演者の皆さん

１１２２

３３４４

し
ゅ
ん
え
い

第134回秋田県種苗交換会『食と農と人』フォーラム

横手の食と農の魅力を発信

　
　
　

 （上）５人のパネラー
による第１部のパネル
ディスカッションでは、
子どもを豊かに育てる
横手の自然や食の恵み
が話し合われました
（右）第２部で秋田の
食の魅力を会場に語り
かける長崎宏子さん

　

第
１
３
４
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
（
秋
田
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
主

催
、
横
手
市
協
賛
事
業
実
行
委
員
会
協
賛
）
が
10
月
29
日
か
ら
11
月
４
日

ま
で
、
横
手
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
概
要
は
市
報
11
月
15
日
号
で
既
報
）

　

期
間
中
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
史
上
２
番
目
の
来
場
者
を
迎
え
て
、
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、
種
苗
交

換
会
に
携
わ
っ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

横
手
市
協
賛
事
業
実
行
委
員
会

　

市
の
主
催
行
事
で
あ
る
『
食
と
農

と
人
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
は
、
種
苗
交
換

会
の
初
日
に
秋
田
ふ
る
さ
と
村
ド
ー

ム
劇
場
で
行
わ
れ
、
お
よ
そ
６
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

  

第
１
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
『
秋
田
の
〝
こ
ど
も
ヂ
カ
ラ
〞

そ
の
源
』
で
は
、
秋
田
大
学
横
手
分

校
長
で
前
秋
田
県
教
育
長
の
根
岸
均

氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、

医
師
や
教
師
な
ど
５
人
の
パ
ネ
ラ
ー

が
意
見
を
交
換
。
こ
の
中
で
、
前
雄

物
川
高
校
校
長
の
宇
佐
美
義
和
さ
ん

は
「
横
手
の
夏
の
暑
さ
、
冬
の
厳
し

さ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
忍
耐
力
や
協

調
性
を
育
ん
で
い
る
」
と
述
べ
、
平

鹿
中
学
校
の
佐
々
木
景
子
栄
養
教
諭

は
「
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
給
食
を

通
じ
て
生
産
者
に
感
謝
で
き
る
環
境

を
つ
く
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
『
秋
田
の
美
を
探

る
』
と
題
し
て
料
理
研
究
家
の
米
本

か
お
り
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
迎
え
、
秋
田
市
出
身
の
長
崎
宏
子

さ
ん
や
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
片

桐
千
晶
さ
ん
ら
５
人
の
女
性
が
秋
田

の
食
に
ま
つ
わ
る
話
を
展
開
。
長
崎

さ
ん
は
「
今
は
東
京
に
住
ん
で
い
る

が
、
帰
っ
て
く
る
度
に
、
食
材
の
新

鮮
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
秋
田
の
人
は
、

地
元
の
お
い
し
い
物
を
食
べ
る
こ
と

で
、
若
々
し
さ
や
美
し
さ
を
保
っ
て

い
る
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

  

第
３
部
は
、
羽
後
町
出
身
の
岩
本

公
水
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、

岩
本
さ
ん
の
艶
や
か
な
歌
声
に
、
拍

手
と
声
援
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
改
め
て

地
元
の
食
へ
の
理
解
を
深
め
る
い
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

 

平成23年度児童虐待防止講演会

親と地域がともに子どもを育てる
　

11
月
12
日
、
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
『
平
成
23
年
度
児
童
虐
待
防

止
講
演
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
11
月
の
『
児
童

虐
待
防
止
推
進
月
間
』
に
合
わ
せ
、

横
手
市
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
五
城
目
町
出
身
で
、
東

京
有
明
医
療
大
学
准
教
授
の
千
葉
喜

久
也
氏
を
講
師
に
迎
え
、
『
変
わ
っ

て
き
た
家
族
・
子
育
て
〜
子
育
て
は

親
と
地
域
の
共
同
作
業
〜
』
と
題
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
保
護

者
や
福
祉
・
教
育
関
係
者
、
民
生
委

員
な
ど
約
１
５
０
人
が
訪
れ
、
千
葉

氏
が
参
加
者
に
直
接
語
り
か
け
る
形

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
氏
に
よ
る
と
、
児
童
相
談
所

が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
、
全
国

で
年
間
５
万
件
の
児
童
虐
待
が
あ
り
、

そ
れ
以
外
に
も
表
面
化
し
て
い
な
い

も
の
が
多
数
あ
る
と
の
こ
と
。
そ
の

背
景
に
は
、
核
家
族
化
や
保
護
者
の

労
働
環
境
の
多
様
化
と
い
っ
た
社
会

の
変
化
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
「
虐

待
は
都
会
だ
け
で
な
く
、
横
手
で
も

起
こ
り
う
る
問
題
。
子
ど
も
の
人
権

侵
害
だ
と
い
う
こ
と
も
認
識
し
て
ほ

し
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
虐
待
と
し
つ
け
の
違
い
に

つ
い
て
説
明
し
な
が
ら
「
子
ど
も
が

大
切
に
さ
れ
る
社
会
は
誰
も
が
生
き

や
す
い
社
会
。
子
ど
も
を
育
て
る
に

は
、
親
以
外
の
大
人
の
存
在
と
地
域

の
絆
も
必
要
」
と
子
育
て
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
も
訴
え
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
地
元
秋
田
県
出

身
の
講
師
の
お
話
で
、
非
常
に
説
得

力
が
あ
り
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

や
「
子
ど
も
へ
の
虐
待
を
防
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
大
人
に
と

っ
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

熱心に講師の話を聞く参加者たち

参加者に語りかける講師の千葉氏
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地域の温かい気持ちに育まれ 

境町小学校創立100周年を祝う

境町小学校の全校児童が、100周年に寄せる想いを朗
読しました

　

明
治
44
年
５
月
２
日
、
八
丁
・
下

境
・
上
境
の
３
小
学
校
が
統
合
し
、

境
町
尋
常
小
学
校
と

な
っ
て
か
ら
１
０
０

年
。
そ
の
節
目
を
祝

う
記
念
式
典
が
、
11

月
12
日
、
境
町
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
佐
藤
副
市

長
は
、
１
０
０
周
年

記
念
誌
の
中
に
『
境

町
小
学
校
の
誇
り
は

あ
い
さ
つ
運
動
』
と

４
年
生
が
書
い
て
い

る
こ
と
に
触
れ
「
大
変
良
い
伝
統
を

皆
さ
ん
が
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
っ
た
。
あ
い
さ
つ
運
動

の
よ
き
伝
統
は
、
こ
れ
か
ら
も
伝
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
校
児
童

が
、
大
好
き
な
境
町

小
学
校
の
思
い
出
や

１
０
０
周
年
に
寄
せ

る
想
い
を
詩
に
託
し

て
朗
読
す
る
と
、
来

賓
を
は
じ
め
、
歴
代

の
教
職
員
や
保
護
者

ら
は
、
微
笑
ま
し
い

表
情
で
聞
き
入
り
、
大
き
な
拍
手
で

児
童
た
ち
を
称
え
ま
し
た
。

第47回全県花だん
　　コンクールで入賞

栄光

第６回「押し花に心をそえて…」コンテスト入賞作品決定 

 押し花が奏でるメッセージ

横手市議会の新体制決まる 

 新議長に佐藤氏、副議長に高橋氏を選出
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

災害対応や避難生活支援を円滑に 

石油燃料優先供給協定を締結

調印を終えて握手を交わす株式会
社テラセキ・寺田創代表取締役社
長（左）と五十嵐市長（右）

　

11
月
14
日
、
市
役
所
南
庁
舎
で
株

式
会
社
テ
ラ
セ
キ
と
横
手
市
が
『
災

害
時
に
お
け
る
石
油
燃
料
の
優
先
供

給
に
関
す
る
協
定
』を
結
び
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
３
月
11
日
の
震
災
後
に

燃
料
不
足
が
続
い
た
経
験
を
踏
ま
え
、

災
害
時
の
防
災
対
策
を
検
討
し
て
い

た
頃
、
同
社
か
ら
災
害
時
石
油
燃
料

優
先
供
給
の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
の

た
び
の
締
結
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
に
対
応
す
る

公
用
車
や
施
設
の
発
電
機
の
燃
料
、

避
難
所
等
の
暖
房
燃
料
な
ど
、
市
民

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
最
低
限

必
要
と
さ
れ
る
石
油
燃
料
を
市
に
優

先
的
に
供
給
し
て
も
ら
い
、
災
害
対

応
や
避
難
生
活
の
支
援
を
円
滑
に
行

お
う
と
す
る
も
の
で
、
石
油
燃
料
に

関
す
る
協
定
で
は
横
手
市
初
の
締
結

と
な
り
ま
す
。

　

調
印
式
で
五
十
嵐
市
長
は
「
安
定

的
な
供
給
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、

あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
る
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。(

ペ
ー
ジ
番

号
０
０
０
０
０
７
７
１
２)

　

『
た
い
ゆ
う
緑
花
園
』
の
花
を
押

し
花
に
し
、
心
に
残
る
一
言
を
書
き

添
え
る『
押
し
花
に
心
を
そ
え
て
…
』

コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

６
回
目
を
数
え
る
今
年
は
、
県
内

外
か
ら
84
点
の
応
募
が
あ
り
、
11
月

19
日
の
審
査
会
で
、
子
ど
も
の
部
と

大
人
の
部
、
そ
れ
ぞ
れ
特
選
１
点
、

準
特
選
１
点
、
入
選
３
点
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
応
募
作
品
は
12
月
上
旬

か
ら
約
１
年
間『
ゆ
と
り
お
ん
大
雄
』

に
展
示
し
て
い
ま
す
。
時
を
経
て
も

な
お
美
し
さ
を
保
つ
押
し
花
。
作
者

が
伝
え
る
心
の
数
々
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 

 

　

昭
和
15
年
４
月
４
日
生
ま
れ
。

　

昭
和
54
年
か
ら
旧
横
手
市
議
会
議
員

を
５
期
。
同
17
年
に
市
議
会
議
員
に
当

選
し
、
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長
、
決

算
特
別
委
員
会
第
１
分
科
会
長
な
ど
を

歴
任
。

　

昭
和
25
年
５
月
18
日
生
ま
れ
。

　

平
成
８
年
か
ら
旧
雄
物
川
町
議
会
議

員
を
３
期
。
同
17
年
に
市
議
会
議
員
に

当
選
し
、総
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、

市
庁
舎
建
設
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

【
議
長
】 

佐
藤
　
清
春 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
61
歳
・
雄
物
川
）

【
副
議
長
】 

髙
橋
　
勝
義 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
（
71
歳
・
横
手
）

　

11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会

11
月
臨
時
会
本
会
議
で
、
正
副
議
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
議
長
に
佐

藤
清
春
氏
、
副
議
長
に
は
髙
橋
勝
義

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
等
の
委
員

構
成
も
新
し
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
◎
は
委
員
長
、

○
は
副
委
員
長
、
敬
称
略
）

◆
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

◎
播
磨
博
一
、
○
遠
藤
忠
裕

　

齋
藤
光
司
、菅
原
惠
悦
、青
山
豊
、

　

寿
松
木
孝
、
木
村
清
貴
、
佐
藤
清

　

春
◆
厚
生
常
任
委
員
会

　

◎
阿
部
正
夫
、
○
土
田
百
合
子

　

小
沢
秀
宏
、
立
身
万
千
子
、
髙
橋

　

聖
悟
、
佐
藤
忠
久
、
佐
々
木
喜
一

◆
産
業
経
済
常
任
委
員
会

　

◎
佐
藤
誠
洋
、
○
小
野
正
伸

　

堀
田
賢
逸
、
髙
橋
勝
義
、
佐
々
木

　

誠
、
齊
藤
勇
、
塩
田
勉

◆
建
設
常
任
委
員
会

　

◎
佐
藤
功
、
○
鈴
木
勝
雄

　

田
中
敏
雄
、髙
橋
大
、土
田
祐
輝
、

　

奥
山
豊
、
佐
藤
德
雄

◆
議
会
運
営
委
員
会

　

◎
木
村
清
貴
、
○
髙
橋
大

　

齋
藤
光
司
、
土
田
祐
輝
、
寿
松
木

　

孝
、
立
身
万
千
子
、
菅
原
惠
悦
、

　

遠
藤
忠
裕
、
佐
藤
德
雄
、
阿
部
正

　

夫
◆
議
会
広
報
委
員
会

　

◎
青
山
豊
、
○
髙
橋
聖
悟

　

土
田
百
合
子
、
立
身
万
千
子
、
小

　

野
正
伸
、
髙
橋
大
、
佐
々
木
誠
、

　

播
磨
博
一
、
髙
橋
勝
義

　今年度開催された全県花だんコンクールで、鳳中
学校が特別優秀賞の『秋田県花いっぱい運動の会会
長賞』を受賞。また、山内の高橋健一さんが『平成
23年度花いっぱい運動功労表彰』を受けました。

花
の
色
合
い
が
美
し
い

鳳
中
学
校
の
花
壇

■
子
ど
も
の
部

特
選 

内
藤
せ
い
子
さ
ん（
湯
沢
市
）

準
特
選 

桐
原
カ
ホ
ル
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
横
手
市
）

準特選 菅原羽乃さん（横手市）
う　の

特
選 

菅
原
羽
姫
さ
ん（
横
手
市
）

う
　
き

市介護保険運営協議会が答申

これからの高齢福祉政策へ提言

五十嵐市長（左）に答申書を手渡す横手
市介護保険運営協議会の西成会長（右）

　

11
月
３
日
、
平
成
24
年
度
か
ら
始

ま
る
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・

高
齢
者
福
祉
計
画
に
つ
い
て
、
横
手

市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
の
西
成
忍

会
長
が
、
五
十
嵐
市
長
に
答
申
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
運
営
協
議
会
は
、
介
護

保
険
部
会
と
高
齢
者
福
祉
部
会
に
分

か
れ
て
、
今
年
の
４
月
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
４
回
の
会
議
を
開
催
。
介
護
保
険

事
業
の
内
容
や
高
齢
者
福
祉
施
策
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
今
回
の
答
申

書
の
提
出
に
至
り
ま
し
た
。

　

西
成
会
長
は
「
介
護
保
険
事
業
で

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
床

や
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
必

要
。
高
齢
者
福
祉
施
策
で
は
、
冬
期

間
の
生
活
支
援
や
公
共
交
通
機
関
の

整
備
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
答

申
を
基
本
と
し
て
、
議
会
や
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
し
て

計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

■
大
人
の
部

花
い
っ
ぱ
い
運
動
功
労

表
彰
で
表
彰
さ
れ
た
高

橋
健
一
さ
ん



■一時借入金現在高

【５】地方債及び一時借入金現在高
■地方債現在高（普通会計分）
　家庭における各種ローンのように、市の事業に必要な資金
が不足した場合には、借り入れをして不足分をまかなうこと
があります。このうち、施設や道路などの建設、災害復旧な
どにあてられ、年度を越えて返済するものが地方債です。

　一時借入金は、年度内に不足した
現金を補うための借入金です。

○総　 務 　債… 45億2,162万円
○民 　生　 債… 13億8,446万円
○衛　 生　 債… 36億5,682万円
○農林水産業債… 51億3,214万円
○土 　木 　債…135億8,934万円
○消 　防 　債…  9億6,259万円
○教 　育 　債… 61億3,700万円
○そ 　の 　他…210億  864万円
　（労働債・災害復旧債等）

◎平成22年度決算

　平成22年度決算及び平成23年度上半期（平成23年
9月30日現在）における市の予算執行状況について
お知らせします。決算及び予算執行状況の内容につ
いては、市のホームページ（ページＩＤ000007719、
000007720）にも掲載しています。

【３】市税収入及び負担状況
　市税は、市民の皆さんや企業などから納めていただいた税
金であり、市の事業を行う上で欠くことの出来ない貴重な財
源となっています。
　なお、入湯税は、観光施設や消防施設の整備、観光振興事
業などにあてる財源となっています。

借入限度額
借入現在高

80億円
-

市民税
13億5,592万円
【32.1％】

固定資産税
22億7,912万円
【53.9％】

軽自動車税
2億2,506万円
【5.3％】

その他
17万円
【0.0％】

入湯税
3,974万円
【0.9％】

市たばこ税
3億2,829万円
【7.8％】

　合計
42億2,830万円

市民１人あたり＝4万2,305円
（99,951人／平成23年9月30日

住民基本台帳人口）

　企業会計とは、市などが行う公営企業の会計のこと
で、水道、病院、ガス、電気など地方公営企業法の適
用を受ける公営企業のうち、横手市では病院事業（横
手病院と大森病院）と水道事業が対象となります。

資産の部

■病院事業
【貸借対照表】 （平成23年９月30日現在）

負債・資本の部
固 定 資 産
流 動 資 産

合 計

120億6,192万円
60億9,734万円

181億5,926万円

流 動 負 債
資 本 金
剰 余 金

合 計

3億8,260万円
174億4,034万円
3億3,632万円

181億5,926万円

費　　用
【損益計算書】 （平成23年４月１日から９月30日）

収　　　益
医 業 費 用
医業外費用
特 別 損 失

合 計

34億2,248万円
6,963万円
51万円

34億9,262万円

医 業 収 益
医業外収益
当期純損失
特 別 利 益
合 計

33億1,544万円
1億6,384万円
1,333万円
1万円

34億9,262万円

資産の部

■水道事業
【貸借対照表】 （平成23年９月30日現在）

負債・資本の部
固 定 資 産
流 動 資 産

合 計

215億9,977万円
27億6,983万円

243億6,960万円

流 動 負 債
資 本 金
剰 余 金

合 計

1億3,441万円
161億5,844万円
80億7,675万円

243億6,960万円

費　　用
【損益計算書】 （平成23年４月１日から９月30日）

収　　　益
営 業 費 用
営業外費用
当期純利益

合 計

5億8,853万円
1億6,696万円
1億  461万円

8億6,010万円

営 業 収 益
営業外収益

合 計

8億2,637万円
3,373万円

8億6,010万円

【４】企業会計の執行状況

地方債残高
563億9,261万円

市民１人あたりの残高
　　＝56万4,203円

　特別会計とは、特定の歳入歳出を普通会計と区別し
て処理するための会計です。

（平成23年9月30日現在）

収入率
執行率

39.9%
40.1%

28.6%
27.8%

39.4%
40.8%

27.7%
42.3%

28.4%
43.7%

95.0%
38.1%

62.3%
41.0%

42.2%
40.3%

10.8%
36.6%

6.1%
23.4%

40.3%
22.3%

77.4%
11.8%

収入済額
支出済額

47億6,609万円
47億9,413万円

2億4,858万円
2億4,128万円

37億5,191万円
38億8,491万円

2億4,178万円
3億6,879万円

1億4,203万円
2億1,837万円

2,438万円
979万円

5,084万円
3,344万円

2億9,547万円
2億8,251万円

3億6,093万円
12億2,532万円

4,746万円
1億8,284万円

3,657万円
2,022万円

1,012万円
154万円

予算額

119億5,374万円

8億6,807万円

95億3,235万円

8億7,237万円

4億9,971万円

2,567万円

8,155万円

7億   21万円

33億5,011万円

7億8,194万円

9,070万円

1,308万円

会　計　別

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

特別養護老人ホーム
特別会計 

介護老人保健施設特別会計

介護サービス事業特別会計

指定通所介護事業特別会計

市営温泉施設特別会計 

下水道事業特別会計

集落排水事業特別会計

浄化槽市町村整備推進事業
特別会計

財産区特別会計
※8財産区の合計

【６】特別会計の執行状況

■平成22年度決算・平成23年度予算の執行状況 財政公表

■問合せ　市財務部財政課（　35-2167）

お知らせします
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平成22年度決算
及び平成23年度
予算執行状況

【１】平成22年度決算額（普通会計及び特別会計）

■収入の状況

市税
84億5,101万円
【14.2％】

地方交付税
221億1,689万円
【37.2％】

国庫支出金
82億2,173万円
【13.9％】

その他（交付金等）
20億1,893万円
【3.4％】市債

88億8,283万円
【15.0％】

県支出金
36億9,754万円
【6.2％】 自主財源

【24.3％】
依存財源
【75.7％】

歳入総額
593億8,828万円

使用料・手数料等
59億9,935万円
【10.1％】

■支出の状況(性質別歳出)
維持補修費
3億  855万円
【0.6％】 人件費

96億  525万円
【16.8％】

扶助費
79億  704万円
【13.9％】

71億  288万円
【12.4％】

公債費

物件費
73億2,447万円
【12.9％】

義務的経費
【43.1％】

投資的経費
【20.9％】

その他経費
【36.0％】

歳出総額
570億6,611万円

その他（繰出金等）
104億  613万円
【18.2％】

建設事業費等
119億3,337万円
【20.9％】

補助費等
24億7,842万円
【4.3％】

■実質公債費比率（県内自治体から抜粋）
　実質公債費比率は、公債費負担（借金返済）の度合いを測
る指標で、18％を超えると地方債協議団体から地方債許可団
体に移行し、25％を超えると起債制限団体となり単独事業の
起債が一部認められなくなります。

　　                  大仙市………18.8％
秋田市………13.4％　　仙北市………19.4％
由利本荘市…18.8％　　湯沢市………16.4％

横手市……16.1％

【３】横手市の財政状況（指標）

■財政力指数 　　0.356
　財政力の強弱を判断する指数で、指数が１に近いほど財政
力が強いとされています。
■経常収支比率　83.9％
　財政構造の弾力性を判断する指数で、80％を超えると財政
構造が硬直化傾向にあるといわれています。

■実質収支比率 　5.7％
　財政運営の健全性を判断する指数で、標準財政規模のおお
むね３～５％が望ましいとされています。

【２】収入及び支出の概況（普通会計）

◎平成23年度予算執行状況

収入率
執行率

44.5%
33.7%

収入済額
支出済額

265億2,670万円
201億1,086万円

予　算　額

596億1,761万円

会　計　名

普 通 会 計

会 計 名
普 通 会 計
特 別 会 計
合 計

 歳入決算額
593億8,828万円
278億3,247万円
872億2,075万円

 歳出決算額
570億6,611万円
268億9,899万円
839億6,510万円

【２】収入及び支出の概況（普通会計）
　普通会計とは、個々の地方公共団体ごとに各会計の範囲が異
なることから、自治体間の財政比較ができるようにするため、
地方財政統計上で共通して用いられる会計区分で、横手市では
一般会計、土地区画整理事業特別会計、障害者支援施設特別会
計の３つの会計を合わせたものを普通会計としています。

これまで収まった額

265億2,670万円
　市税
　42億2,830万円

地方交付税
154億3,093万円 市の事業や

運営の経費
168億   23万円

借入金の返済
33億1,063万円

その他※1
68億6,747万円

これまで使った額

201億1,086万円
(予算に対して33.7％)

(予算に対して44.5％)

【１】執行状況（普通会計）

  ※１その他の内訳 ○地方消費税交付金／5億2,269万円 ○分担金 ・ 
　負担金／1億6,287万円　○使用料・手数料／4億1,160万円　○国庫
　支出金／18億7,872万円　○県支出金／4億9,973万円　○諸収入／
　5億8,863万円　○財産収入／1億31万円 ○繰越金／23億1,749万円  
　○市債／2,390万円　○その他（交付金等）／3億6,153万円

（平成23年9月30日現在）

収入済額 支出済額
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

市長面会日のお知らせ
◆日　　時／12月20日(火)午前９時～10時30分
◆面会人数／６人　　　　　　
◆面会時間／１人につき15分程度
◆申込期限／12月15日(木)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室
            秘書・政策調整担当     
            　35-2111（内線1033、1034）

住 民 票

  
12
月
５
日
よ
り
住
民
票
の
『
本

籍
・
筆
頭
者
』
『
世
帯
主
氏
名
・

世
帯
主
と
の
続
柄
』
欄
を
、
個
人

情
報
保
護
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
申
請
が
な
い
限
り
省
略
し

て
発
行
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
記
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
窓

口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◆
住
民
票
に
記
載
さ
れ
る
項
目

　
①
氏
名
、
②
生
年
月
日
、
③
性

別
、
④
住
所
、
⑤
住
み
始
め
た
日

（
住
定
年
月
日
）、⑥
届
出
年
月
日
、

⑦
前
住
所

◆
申
請
で
記
載
可
能
な
項
目

　

①
世
帯
主
、
続
柄
、
②
本
籍
、

筆
頭
者
、
③
住
民
票
コ
ー
ド
（
本

人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
方
の
み
）

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
市
民
課
（
横
手

　

庁
舎
内
）　

３
５
‐
２
１
７
６

住
民
票
の『
本
籍
』『
世
帯
主
』の
記
載
が
省
略
さ
れ
ま
す

 

ＨＰページＩＤ／000006027

環　境ＨＰページＩＤ／000007663

○市県民税４期　　○国民健康保険税６期

○介護保険料６期  ○後期高齢者医療保険料６期

※年金天引きでないもの
　納期限は１月４日です

　　　　　◆市税等の納付は
　　　　　　「便利・安心・確実」な口座振替で！
　　　　　◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

○市県民税４期　　○国民健康保険税６期

○介護保険料６期  ○後期高齢者医療保険料６期

※年金天引きでないもの
　納期限は１月４日です

　　　　　◆市税等の納付は
　　　　　　「便利・安心・確実」な口座振替で！
　　　　　◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

７
14
21
28

６
13
20
27

５
12
19
26

４
11
18
25

２
９
16
23
30

３
10
17
24
31

１
８
15
22
29

１月 -January-

国民年金

 

ＨＰページＩＤ／000007696
　

所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
、
納
付
を
免
除
ま
た
は
猶

予
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
免
除
申
請

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
の
収
入
に
よ
っ
て
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
若
年
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
の
収
入
に
よ
っ
て
は

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
ほ
か
に
学
生
納
付
特
例
制
度
や

　

失
業
者
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
先
／
各
地
域
局
年
金
担
当

　

窓
口
に
年
金
手
帳
と
印
鑑
を
持

　

参
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

免
除
・
猶
予
を
受
け
た
保
険
料

を
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
を
受
け

る
と
、
全
額
納
付
に
比
べ
受
け
取

る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
の
期
間
が
、
10
年

以
内
の
場
合
は
、
後
か
ら
保
険
料

を
納
付（
追
納
）
す
る
こ
と
で
、年

金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。
追
納
を

希
望
す
る
場
合
は
、
各
地
域
局
市

民
福
祉
課
（
横
手
地
域
局
は
国
保

年
金
課
）
ま
た
は
大
曲
年
金
事
務

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

各
地
域
局
年
金
担
当
ま
た
は
、

　

市
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
横

　

手
庁
舎
内
）　

３
５
‐
２
１
８
６

　
大
曲
年
金
事
務
所

　
　
０
１
８
７
‐
６
３
‐
２
２
９
５

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度

環　境

生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
の

説
明
会

　

ご
み
処
理
統
合
施
設
建
設
候
補

地
周
辺
で
、
平
成
22
年
12
月
１
日

か
ら
行
っ
て
い
た
生
活
環
境
影
響

調
査
が
11
月
30
日
で
終
了
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
に
関
す
る
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
18
日（
日
）午
後
１

　

時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
さ
か
え
館

ご
み
処
理
統
合
施
設
整
備
に

伴
う
生
活
環
境
影
響
調
査
結

果
報
告
書
の
縦
覧

　

市
が
実
施
し
た
、
ご
み
処
理
統

合
施
設
整
備
事
業
に
係
る
周
辺
地

域
の
生
活
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
の

調
査
結
果
を
縦
覧
し
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間
／
12
月
19
日（
月
）〜

　

平
成
24
年
１
月
18
日（
水
）

※
た
だ
し
、
土
日
、
祝
日
、
12
月

　

29
日
〜
平
成
24
年
１
月
３
日
は

　

除
き
ま
す
。

◆
縦
覧
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後

　

４
時

◆
縦
覧
場
所
／
市
民
生
活
部
生
活

　

環
境
課
（
横
手
庁
舎
内
）
、
本

　

庁
南
庁
舎
、
さ
か
え
館

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課（
横

　

手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
８
４

ＨＰページＩＤ／000005263、000007657

採　用横手病院ホームページ http://www.yokote-mhp.jp/

　新春のあいさつと情報交換の場として、新春賀詞
交歓会を開催します。どなたでも参加いただけます。
詳細は12月15日号でご確認ください。
◆日　時　平成24年１月４日（水）午後３時30分～５時
◆場　所　浅舞公民館
◆問合せ　市総務企画部市長公室広報・シティプロ
　　　　　モーション担当（本庁南庁舎内）
　　　　  　35-2162

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページＩＤを入力すると関連情報がご覧いただけます

平成24年 横手市新春賀詞交歓会を開催します
ＨＰページＩＤ／000001406住宅補助

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
11
月
18
日
現
在
の
補

助
事
業
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

◆
申
請
件
数
／
９
３
２
件

◆
補
助
決
定
額
／
８
，
３
１
５
万

　

２
千
円
（
１
件
当
た
り
平
均
補

　

助
金
額
８
万
９
千
円
）

◆
補
助
金
残
額
／
１
，
６
８
４
万

　

８
千
円

【
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

  　

３
５
‐
２
２
２
４　

平
成
23
年
度
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
事
業
の
状
況
報
告

■
大
森
病
院
職
員

◆
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数
／

　
看
護
師　

２
名
程
度

　
臨
床
検
査
技
師　

１
名

◆
受
験
資
格
／

＊
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方
で
募
集
職
種
の
免
許

　

を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
24

　

年
３
月
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
国

　

家
試
験
に
よ
り
免
許
取
得
見
込  

  

み
の
方

＊
採
用
後
、
通
勤
に
支
障
の
な
い

　

範
囲
に
居
住
で
き
る
方

◆
採
用
予
定
年
月
日
／
平
成
24
年

　

４
月
１
日

◆
試
験
期
日
／
12
月
24
日（
土
）

◆
場
所
／
市
立
大
森
病
院

◆
受
験
申
込
期
限
／
12
月
16
日(

金
）

　

必
着

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

〒
０
１
３
‐
０
５
２
５ 

　

横
手
市
大
森
町
字
菅
生
田
２
４

　

５
‐
２
０
５ 　

　

市
立
大
森
病
院
総
務
課　

　
　

２
６
‐
２
１
４
１

■
横
手
病
院
職
員

◆
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数
／

　

看
護
師　

４
名
程
度

◆
受
験
資
格
／
　

＊
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方
で
看
護
師
免
許
を
有

　

す
る
方
、
ま
た
は
平
成
24
年
３

　

月
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
国
家
試

　

験
に
よ
り
免
許
取
得
見
込
み
の

　

方
＊
採
用
後
、
通
勤
に
支
障
の
な
い

　

範
囲
に
居
住
で
き
る
方  

◆
採
用
予
定
年
月
日
／
平
成
24
年

　

４
月
１
日

◆
試
験
期
日
／
平
成
24
年
２
月
12

  

日
（
日
）　

◆
試
験
会
場
／
市
立
横
手
病
院

◆
受
験
申
込
期
限
／
平
成
24
年
1

  

月
31
日
（
火
）
必
着

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

〒
０
１
３
‐
８
６
０
２ 　

　

横
手
市
根
岸
町
５
‐
31 

　

市
立
横
手
病
院
総
務
課

　
　

３
２
‐
５
０
０
１

※
試
験
案
内
・
申
込
用
紙
は
、
大

　

森
病
院
、
横
手
病
院
に
あ
り
ま

　

す
。郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

　

封
筒
の
表
に
『
職
員
採
用
試
験

　

申
込
用
紙
請
求
』と
朱
書
き
し
、

　

宛
先
を
明
記
し
て
１
２
０
円
切

　

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角

　

型
２
号
）
を
同
封
の
う
え
、
各

　

病
院
の
総
務
課
に
お
送
り
く
だ

　

さ
い
。
申
込
用
紙
等
は
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

　

市
立
病
院
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

大森病院ホームページ http://www.oomorihp.jp/災　害

 

ＨＰページＩＤ／000007662
　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大
量
に

発
生
し
た
災
害
が
れ
き
（
災
害
廃

棄
物
）
は
、
宮
城
・
岩
手
両
県
で

約
２
，
０
０
０
万
㌧
に
の
ぼ
り
、

被
災
地
自
治
体
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
大
き
な
課
題
で
す
。
し
か

し
、
焼
却
灰
か
ら
基
準
値
を
超
え

る
放
射
性
物
質
が
出
た
場
合
の
処

理
方
法
や
住
民
へ
の
影
響
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
横
手
市
の
対
応

　

市
で
は
震
災
後
す
ぐ
に
、
被
災

地
支
援
の
た
め
、
が
れ
き
の
受
け

入
れ
が
、
あ
る
程
度
、
可
能
で
あ

る
こ
と
を
県
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
各
環
境
保
全
セ
ン
タ

ー
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
工
事
が

重
な
っ
た
た
め
、
当
初
可
能
と
見

込
ん
で
い
た
災
害
が
れ
き
の
受
け

入
れ
は
、
で
き
な
い
見
通
し
に
な

り
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
、
岩
手
県
か
ら
秋
田

県
に
約
13
万
㌧
の
災
害
が
れ
き
の

処
理
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
県
内

の
各
自
治
体
は
、
施
設
の
処
理
能

力
や
最
終
処
分
場
の
残
余
量
の
問

題
で
受
け
入
れ
で
き
な
い
と
の
回

答
や
、
放
射
性
物
質
の
問
題
で
受

け
入
れ
を
保
留
し
て
い
る
状
況
で

す
。

　

被
災
地
復
興
の
た
め
に
重
要
な

課
題
で
す
が
、
各
施
設
の
状
況
と

災
害
が
れ
き
の
安
全
性
を
慎
重
に

見
極
め
、
県
や
ほ
か
の
市
町
村
と

連
絡
を
取
り
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課（
横

　

手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
８
４

災
害
が
れ
き
の
受
け
入
れ
は
慎
重
に
対
応
し
ま
す

　

こ
の
冬
、
環
境
省
で
は
過
度
に

暖
房
機
器
に
頼
ら
な
い
ウ
オ
ー
ム

ビ
ズ
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
事
業
所
で
の
節
電
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
　

・
室
内
温
度
は
20
度
を
目
安
と
し
、

　

無
理
の
な
い
範
囲
で
設
定
し
ま

　

し
ょ
う
。

・
夕
方
以
降
は
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
や

　

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
暖
気
を
逃
が

　

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
暖
房
機
器
の
運
転
時
間
を
調
整

　

し
た
り
、
扇
風
機
な
ど
で
暖
か

　

い
空
気
を
循
環
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
家
庭
で
取
り
組
め
る
節
電

・
温
度
計
が
あ
る
と
室
温
管
理
に

　

つ
な
が
り
節
電
に
な
り
ま
す
。

・
適
度
な
湿
度
は
、
体
感
温
度
を

　

上
昇
さ
せ
ま
す
。
植
物
や
加
湿

　

器
で
保
湿
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
ひ
ざ
掛
け
や
毛
足
の
長
い
座
布

　

団
は
、
保
温
性
が
あ
り
、
冷
え

　

予
防
に
は
有
効
で
す
。

◆
照
明　

・
店
舗
内
や
外
部
の
看
板
、
駐
車

　

場
の
照
明
を
低
減
し
ま
し
ょ
う
。

・
使
用
し
て
い
な
い
場
所
（
事
務

　

室
・
休
憩
室
）
の
消
灯
を
徹
底

　

し
ま
し
ょ
う
。

◆
Ｏ
Ａ
機
器

・
長
時
間
席
を
離
れ
る
時
は
、
Ｏ

　

Ａ
機
器
の
電
源
を
切
る
か
ス
タ

　

ン
バ
イ
モ
ー
ド
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

　

市
市
民
生
活
部
生
活
環
境
課（
横

　

手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
８
４

冬
も
節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【
市
内
の
空
間
放
射
線
量
】

◆
期
間
／
10
月
25
日
〜
11
月
20
日

◆
場
所
／
横
手
消
防
署
・
雄
物
川

　

分
署
・
十
文
字
分
署　

◆
結
果
／
０
・
０
４
〜
０
・
０
７

　

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
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　11月３日、第１回ミニ電気自動車レース（ＭＥＶＲ）が
雄物川河川公園で開催されました。
　大会は、ものづくりや環境教育活動を行うＮＰＯ法人
ソーシャレック（根田一男理事長）と市による大会組織
委員会が主催。レースは、同規格のバッテリーを使った
ミニ電気自動車で１時間当たりの走行距離（1.4㌔の周回
コースを何周するか）を競うもので、秋田工業、由利工
業、大曲工業、湯沢翔北の４高校から９台が出場し、車
体軽量化の工夫と抜群のハンドル操作を見せた由利工業
の『疾風号』が23周の記録で優勝しました。
　会場では、ミニ電気自動車や電動ミニバイクなどの体
験コーナーも設けられ、子どもたちや家族連れなどが試
乗を楽しみながら、エコへの関心を深めていました。

究極のエコカーが河川公園を疾走
■第１回ミニ電気自動車レース（雄物川）

２２

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

香
港
か
ら
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

旅
行
社
社
長
の
日
本
へ
の
想
い

市
長
コ
ラ
ム
 
①

市
長
コ
ラ
ム
 
①1818

い
ど
む

い
ど
む

　　

11
月
５
日
か
ら
７
日
の
日
程
で
香
港
を

訪
れ
ま
し
た
。
今
回
の
目
的
は
、
市
の
特

産
品
を
多
く
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
シ
テ
ィ
ス
ー
パ
ー
へ
の
訪
問
と
、
現
地

の
旅
行
会
社
Ｅ
Ｇ
Ｌ
ツ
ア
ー
ズ
（
以
下
、

Ｅ
Ｇ
Ｌ
社
）
の
創
立
25
周
年
祝
賀
会
へ
の

出
席
で
し
た
。

　

横
手
の
産
品
を
売
り
込
み
に
行
っ
た
際

に
、
商
品
を
買
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な

く
、
香
港
市
民
に
も
横
手
に
来
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
た
い
と
の
一
心
で
、
意
を
決

し
て
Ｅ
Ｇ
Ｌ
社
の
門
戸
を
叩
い
た
の
が
合

併
前
の
平
成
16
年
１
月
の
こ
と
。
「
ぜ
ひ

と
も
、
横
手
へ
の
ツ
ア
ー
を
」
と
の
願
い

が
通
じ
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど

の
取
り
組
み
を
経
て
、
平
成
19
年
に
は
同

社
の
ツ
ア
ー
で
年
間
１
万
人
近
い
香
港
市

民
が
横
手
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
翌
年
秋
の
い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
的
な
経
済
不
況

に
加
え
、
今
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
―

と
り
わ
け
福
島
原
発
事
故
に
伴
う
〝
放
射

能
汚
染
〞
の
影
響
も
あ
り
、
今
年
の
実
績

は
『
０
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｇ
Ｌ
社
を
率
い
る
袁
文
英
社
長
は
、

日
本
へ
の
留
学
や
勤
務
経
験
を
通
じ
日
本

文
化
を
よ
く
知
る
親
日
家
。
祝
賀
会
の
出

席
者
も
１
，
４
０
０
人
の
う
ち
日
本
人
が

８
０
０
人
を
占
め
る
中
、
袁
社
長
や
日
本

担
当
者
と
直
接
話
を
す
る
機
会
を
得
て
、

横
手
へ
の
ツ
ア
ー
再
開
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
は
、
袁
社
長
は
東
日
本
大
震
災
の
２

週
間
後
に
日
本
を
訪
れ
、
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
県
庁
に
自
ら
足
を
運
び
、
合
わ
せ

て
１
億
２
千
万
円
を
寄
付
。
「
我
が
社
の

今
日
が
あ
る
の
は
日
本
の
お
か
げ
」
と
公

言
し
、
西
日
本
中
心
な
が
ら
日
本
ツ
ア
ー

を
再
開
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
今
必
要

な
の
は
、
日
本
で
は
通
常
の
生
活
が
送
ら

れ
て
い
る
事
実
を
伝
え
る
こ
と
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
熱
い
想
い
に
応
え
る
べ
く
、

私
た
ち
も
東
北
地
方
の
一
員
と
し
て
〝
風

評
被
害
〞
に
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｇ
Ｌ
社
が
魅
力
を
感

じ
る
新
た
な
誘
客
素
材
を
提
案
し
、
横
手

に
再
び
香
港
市
民
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
き
、
復
興
へ
の
道
筋
が
拓
け
て
く
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。　

香港の大手旅行会社ＥＧＬ
ツアーズの創立25周年祝賀
会で袁文英同社社長と

 １_スタートの合図で
一斉に走り出すミニ電
気自動車 ２_子どもや
家族連れの人気を集め
た試乗コーナー ３_初
代チャンピオンとなっ
た由利工業のメンバー
と『疾風号』

  
 

東北代表として『花の甲子園』に出場

（写真左から）　　　　

土田 佳歩さん
佐藤 　舞さん
黒渕 菜那さん
横手城南高校華道部

３３

１１

　生け花を学ぶ高校生が３人１組となって腕を競う『Ｉｋｅｎｏｂｏ 花の
甲子園』（池坊華道会主催）が、11月13日に京都市で行われ、横手城南
高校華道部の３人が東北代表として出場しました。
　出場したのは、いずれも２年の土田佳歩さん、黒渕菜那さん、佐藤
舞さん。45分の制限時間内に３つの作品を作り上げる競技の中で、花
器と花材を１つずつ持ち込みができるため、３人は今年の干支のうさ
ぎの形をした花器と『難を転ずる』とされる南天を選び、９月の東北
大会後も猛練習をして大会に臨みました。
　作品のテーマは『時の階段』。３つの生け花に込めた思いを、部長
の土田さんは「復興への願いを込めて、東北の人たちに元気を与えた
い」、うさぎの花器を使用した佐藤さんは「花のつぼみに込めたたく
さんの人々の願いを咲かせたい」、南天を使った黒渕さんは「東日本
大震災を経験して、今私たちにできるをことは何かを伝えたい」という内容で、ス
ピーチの制限時間３分30秒にピタリと合わせました。
　目標は出場９校中、上位３校で争われる決勝進出。惜しくも１次予選突破はなら
ず、決勝用のパフォーマンスも練習していた３人は、悔しさをにじませました。そ
れでも、より高い目標に挑むことの大切さを肌で感じたようで、「たくさんの人に
自分たちの作品を見てもらえたことが何よりも嬉しかった。来年はぜひ決勝まで進
んでほしい」と自分たちが果たせなかった〝夢〟を後輩に託していました。

え
ん 

ぶ
ん 

え
い

 （大森）夜を徹した厳かな舞

  11月７日の夜から８日の早朝にかけて、保呂羽山波
宇志別神社里宮神殿で国の重要無形文化財、霜月神楽
が行われました。神子と神職が33の神事を奉納。鳥甲
をつけた服装が、ほかの舞とは異なる山の神舞は、勇
壮に奉納されました。参拝者は、静寂な空気の中での
厳かな舞の世界に引き込まれていました。

う　 し わけ

は

み　こ

奥羽路を駆け抜ける

  第51回奥羽横断駅伝競走大会が11月５・６日に行わ
れ、参加29チームが北上市役所をスタートし由利本荘
市役所までの12区間、116.2㌔のコースを力走しまし
た。一般の部総合では、酒田飽海が初優勝。横手市陸
協Ａは10位、横手市陸協Ｂは17位でした。各県対抗で
は山形県が優勝、本県は３位に食い込みました。

よこて　ふれあい便り～第６回～

介護保険・高齢福祉の広場

　日常生活を心豊かなものにするために、趣味やスポーツなどの余暇活動は大切な要素の一つです。
今回は高齢期における余暇活動について考えてみましょう。

◆減少が続く老人クラブ加入者
　高齢者が集う団体の代表的なものとして、『老人
クラブ』があげられます。『老人クラブ』は、地域
の美化活動やレクリエーションなど、高齢者の社会
参加や楽しみの場として、とても大切な役割を果た
しています。現在、横手市では、179の『老人クラ
ブ』に、7,656人の会員が加入し、活動しています。
　しかし、＜図１＞のとおり、加入率は年々減少が
続き、老人クラブの多くが新規会員の不足に悩んで
います。『老人』という言葉への抵抗感やマイナス
イメージが少なからず影響しているようです。
　
　生活様式の多様化とともに、高齢期における余暇
活動も多様化しています。趣味を持つことやさまざまなサークル活動への参加など、高齢期を活発に過ご
すことは、心身の健康増進のためにとても大切です。一方で、地域に根ざした高齢者の交流の場として
老人クラブが果たしている役割もまた、地域の絆を支えるうえでとても重要です。

　現在、横手市の高齢化率は30％を超えており、近い将来には40％を超えると見込まれています。市民の
５人に２人が65歳以上になろうとしているなか、老人クラブ活動の活性化など地域の絆をより深めていく
ための方策を、市民の皆さんと一緒に考えていきたいと思います。

●問合せ 市健康福祉部高齢ふれあい課 　35-2134

【図１】65歳以上の人口に占める老人クラブ加入率の推移
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京都市・池坊会館にて



　11月19、20日の両日、秋の収穫祭が道の駅十文字で開
催されました。道の駅の入り口には軽食などの屋台が並
び、ゆめおばこや萌えみのりなどの新品種米の食べ比べ
や米粉を使ったパンなどの試食、地元富沢地区で収穫さ
れた新そばが振る舞われました。恒例の麺や餅まきも行
われ、大勢の方が実りの秋を満喫しました。
　20日には、小雨のなか６団体が出場して第１回大人の
よさこいフェスティバルが行われ、迫力ある演舞を披露。
にかほ市から出場した華風舞が最優秀賞に輝きました。

Topics

笑って楽しい毎日を！  （横手）

今こそ災害時の備えを！
■十文字田屋地区避難訓練（十文字）

地区住民90人が参加し、子どもや高齢者が消火訓練を体験

　11月６日、震度５の地震を想定し十文字田屋地区の自
治会（堀田和久会長）の皆さんが避難訓練を行いました。
参加者は、お互いに声掛けをしあい、高齢者などを手助
けしながら避難場所の会館に集合。消防団員によるポン
プ放水や消火器での初期消火を体験しました。
　会長の堀田さんは「地域の絆が少しずつ薄れていく中、
普段から行う〝見守り活動〟が災害時には実を結ぶ。東
日本大震災で災害に対する意識が高まっている今こそ、
協力態勢を築いていきたい」と話していました。

（雄物川）

地域とのふれあいに感謝して

　11月６日、市立横手病院で病院祭が開催され、診療科
紹介のほか、ソプラノコンサートや弦楽四重奏、クリニ
ック漫談など、多彩な催しで市民との交流を図りました。
　このうち高校生による模擬手術では、横手、横手城南、
横手清陵学院の各高校の代表３人が、実際の手術で使わ
れる器材を使って、骨折や血管縫合、腹腔内視鏡の手術
を擬似体験。高校生らは、医師から事前の手ほどきを受
けて本番に臨み、制限時間内に作業を終えられるよう全
神経を集中して取り組んでいました。

■市立横手病院・病院祭（横手）

  11月13日、かまくら館を会場に、第22回市民と集う
看護フォーラムが開催されました。特別講演では、『い
つもニコニコ笑っていれば天からいいこと降りてくる』
をテーマに、春風亭正朝さんが落語を披露。正朝さん
は巧みな話術で会場の笑いを誘い、聴衆はお腹の底か
ら笑ってストレスを発散している様子でした。

  雄物川町出身の長谷川誠プレイングマネージャーが
所属するプロバスケットボールチーム・秋田ノーザン
ハピネッツを応援する横手市後援会設立総会が、11月
14日、かまくら館で開かれました。当日は、設立趣旨
に賛同した約200人が会員登録し、みんなでチームを応
援して横手の活性化につなげることを確認しました。

骨折の模擬手術を行う横手清陵学院高校チーム

新そばの振る舞いや麺まき、よさこい演舞が行われた秋の収穫祭

■増田まるごと給食（増田）

増田まるごと給食を美味しそうに食べる子どもたち

自分たちで育てたお米は最高

　11月17日、増田小学校の５年生が農業体験交流学習の
一環で育てた米や増田産の農産物を使用した〝まるごと
増田給食〟が増田地域の小中学校で行われました。
　『ひと粒の種から、まるごと増田給食になるまで』を
テーマに、種まきや田植え作業、生育調査、稲刈りを５
年生の児童と一緒に行った増田高校の生徒や生活研究グ
ループの方なども参加。子どもたちは「作業は大変だっ
たけどいい体験ができました。自分たちで育てたお米は
とても美味しいです」と話していました。

   ハピネッツの活躍を願い （横手）（横手）

 

地域の元気を道の駅から発信
■十文字秋の収穫祭（十文字）

  11月17日、県主催の『はつらつ高齢者輝き県民会議』
がかまくら館で開催されました。会議では、何歳にな
っても元気で活躍し、社会貢献している方々が表彰さ
れ、横手市からは伊藤暉悦さん（平鹿）、佐藤幸一郎
さん（平鹿）、髙橋弘子さん（山内）、辻田与五郎さ
ん（雄物川）、半田作治さん（横手）が受賞しました。

 高齢者元気日本一の集い

　認知症の方や介護している家族を地域のみんなで支え
ようと、11月15日、相野々地区・相野々駅前地区周辺の
住民による徘徊見守り訓練が行われました。
　訓練では、実際に徘徊者役の方への声かけを体験し、
徘徊している人への気づきの目を養いました。当日は100
人を超える方々が参加し「時期的には寒かったが、『認知
症には季節はない』という言葉どおり、これから冬に向
けて『守る』ことが大事なのでよい機会になった｣、「他の
地域でもやってほしい」などの感想が寄せられました。

 ■徘徊見守り訓練（山内）

実際に声をかけて、認知症への理解を深めました

  11月10日、館合公民館で、薄井いきいきサロンいち
ご会と薄井老人クラブが、地域交流の催しとして、館
合保育所の子どもたちと餅つきをしました。臼ときね
を使った餅つきに、まわりからは「よいしょ、よいし
ょ」と掛け声が掛けられ、会員と子どもたちは協力し
て餅をつきあげ、交流を深めました。
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地域の『支え合い』を実践

せいちょう

世代を超えた地域交流

■わくわく消防広場（雄物川）

見て、触れて火災予防を体験する

　市消防本部と消防署分署主催のわくわく消防広場が、
火災予防運動期間（11月６日～12日）に合わせて、６日
は十文字地域で、12日には雄物川地域で開催されました。
　スーパーセンタートラストの駐車場には、消防車両が
展示され、はしご車への搭乗体験や消防放水体験、ＡＥ
Ｄの操作説明、消火器操作体験、119番通報のコーナー
などに多くの親子連れが訪れました。市消防本部は「消
防活動を身近に感じてもらうことで、火災予防への理解
を深めてほしい」と話していました。（上）展示された車両（下）119番通報の体験（右）はしご車の搭乗体験

き　えつ
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太田　了悦さん
おおた　りょうえつ（21歳・大森）

  

了
悦
さ
ん
は
、
祖
父
が
立
ち
上
げ
た
有
限
会

社
太
田
板
金
工
業
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
「
住
宅
の
屋
根
な
ど
で
、細
部
に
合
わ
せ
て
ト

タ
ン
を
加
工
す
る
に
は
、
技
術
と
経
験
が
必
要

で
す
。会
社
の
先
輩
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
作
業
現
場
は
天

候
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
体
調
管
理
に
も
気
を

付
け
て
い
ま
す
」
と
真
剣
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
「
建
物
が
完
成
し
た
際
、お
客
様
か
ら
感
謝
さ

れ
る
と
充
実
感
に
つ
な
が
り
、
次
の
仕
事
へ
の

励
み
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
板
金
技
術
の
習
得

に
励
ん
で
い
き
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

◆
自
分
の
性
格
に
つ
い
て

　

た
と
え
失
敗
し
て
も
、
く
よ
く
よ
し
な
い
前

向
き
な
性
格
だ
と
思
い
ま
す
。

◆
今
後
の
予
定
・
大
切
な
人

　

結
婚
を
約
束
し
た
大
切
な
人
が
い
ま
す
。
来

秋
、
挙
式
の
予
定
で
す
。
二
人
で
支
え
合
い
な

が
ら
、
明
る
い
家
庭
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
今

の
夢
で
あ
り
目
標
で
す
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。太田さんは、前回
の髙橋さんからのご紹介です。

 

  

神
奈
川
県
厚
木
市
出
身
の
直
子

さ
ん
は
、
自
動
車
部
品
製
造
の
会

社
に
勤
務
す
る
ご
主
人
の
健
志
さ

ん
の
転
勤
で
、
昨
年
の
４
月
に
横

手
に
来
て
１
年
８
カ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。

　
「
厚
木
市
と
横
手
市
が
友
好
都
市

関
係
に
あ
る
こ
と
を
知
り
、
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
出
る
き
っ
か
け
の
一

つ
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
「
今
年
の
冬
は
、朝
夕
２
回
の
雪

投
げ
が
続
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。
早
朝
、
自
宅
の
近
く
で
、
主

人
の
車
が
吹
き
だ
ま
り
で
動
か
な

く
な
っ
た
時
、
近
く
の
会
社
の
人

た
ち
が
ス
コ
ッ
プ
を
持
ち
寄
っ
て

助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
人
の
温
か

さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

　

郷
土
料
理
に
つ
い
て
「
い
ぶ
り

が
っ
こ
は
、
歯
ご
た
え
が
い
い
の

で
好
き
な
伝
統
食
の
一
品
で
す
。

神
奈
川
の
友
人
に
、
な
す
の
花
ず

し
を
送
っ
た
際
は
、
色
鮮
や
か
さ

と
味
が
好
評
で
し
た
」
と
伝
え
て

く
れ
る
直
子
さ
ん
。

　
「
横
手
は
自
然
が
豊
か
で
、鳥
海

山
な
ど
の
雄
大
な
景
色
が
美
し
く
、

心
が
癒
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
に
来
ら

れ
た
縁
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
も
過

ご
し
て
い
き
ま
す
」
と
優
し
く
微

笑
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　 

中村　直子さん
なかむら　なおこ(36歳・横手）

け
ん 

じ

神奈川県

厚木市■面積　93.83k㎡
■人口　224,420人
■世帯　92,476世帯

東京都

静岡県

山梨県

神奈川県

 『おもちゃばこ』
横手の子育て応援誌（横手）

　『おもちゃばこ』は小学校入学前の子どもに関わ
る方を対象にした子育て応援誌を発行しているサ
ークルです。現在メンバーは８人。サークル名と
同じ『おもちゃばこ』と名付けられた応援誌には、
お母さん目線で集めたお役立ち情報や、お父さん
が綴る子育てエッセイなどが掲載されています。
　季節ごと年４回800部を発行し、市内の子育て支
援センターやスーパーなどに設置。子どもたちの
個性あふれる表紙の絵も毎回好評です。
　「取材で新しい情報を得たり、人の輪が広がっ
たりと活動を楽しんでいます。おもちゃばこを手
にした方から『読んだよ』と声をかけられると嬉
しくなります」と笑顔で話すメンバーの皆さん。
　代表の高橋さんは「子育て中のママだけでなく、
パパやおじいちゃん、おばあちゃんにもぜひ読ん
でもらいたいです。みんなで子育て期を楽しめる
ようこれからもがんばります」と話してくれました。
◆問合せ 子育て支援センター『なかよし』　32-2426

材料（４人分）
○カブ（小）…４個　○ジャガイモ（小）…４個  ○ニンジン…
1/2本　○ゴボウ…1/2本  ○レンコン…1/2個 ○ブロッコリ
ー…1/2個　○シメジ…1/2株　○豚肉…160g　○シシリアン
ルージュピューレジュース…190g　○水…４カップ　○固形
コンソメ…１個　○塩・コショウ…少々　
作り方
①ブロッコリーは小房に分けて下茹でする。
②カブとジャガイモは皮をむき半分に切る。ニンジンは皮を
　むき乱切りにする。ゴボウはよく洗い、皮付きのまま５㍉
　幅の斜めスライスにする。レンコンは皮をむき５㍉幅にス
　ライスする。シメジは小房に分ける。豚肉は食べやすい大
　きさに切っておく。
③鍋に水を入れて沸かし、豚肉とゴボウ、ジャガイモを入れ
　て煮る。ジャガイモが煮えたらカブとニンジン、レンコン、
　シメジを加えてコトコト煮る。
④③にピューレジュースとコンソメを加え煮込む。
⑤最後にブロッコリーを入れ、塩・コショウで味を調える。
◎今月の紹介者

旬の地産食材で健康づくり

食と農からのまちづくり

１人分の栄養素
エネルギー 189.0kcal
タンパク質  11.1g
脂　　　質   6.7g
塩　    分   1.8g

主食/黄色

副菜/緑色

食事バランスガイド

主菜/赤色

牛乳・乳製品
/むらさき色

果物
/青色

1

21 12

2 3 4 5

3 4 5 6

2 3 4 5 6 7

1

　トマトの収穫量が県内
１位の横手市が、新たな

特産品として栽培に取り組んでい
る調理用トマト・シシリアンルー
ジュを100％使ったピューレジュ
ースです。ジュースとして飲むの
はもちろんのこと、調理用として
も最高です。〝家庭で簡単イタリ
アン〟を可能にする濃厚で芳醇な
味わいをぜひご堪能ください。
（ＪＡ秋田ふるさと・増田営農資材課・武内明美さん）

2

 

マーケティング推進課「よこて食のアカデミー」
　大友　舞子さん
　根菜がたっぷり入り、寒い季節にぴっ
たりのスープです。お好みで粉チーズを
かけても風味が増し、美味しくいただけ
ます。食物繊維とビタミン群が豊富で、
トマトに含まれるリコピンは抗酸化作用
があり、がんや高血圧などの生活習慣病
の予防効果があります。

シシリアンルージュの根菜スープ

　今月の食材　

1

 シシリアンルージュ
 『ピューレジュース』
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笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい

　
　

市
民
後
見
定
期
相
談
会
を
開

　
　

催
し
ま
す

　

市
民
後
見
、
成
年
後
見
制
度
に
関

す
る
相
談
に
、
弁
護
士
等
が
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

◆
日
時
／
12
月
14
日(

水)

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分　

◆
場
所
／
横
手
庁
舎
１
階
相
談
室

◆
定
員
／
３
人
（
要
予
約
）

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
高
齢
ふ

　

れ
あ
い
課　

３
５
‐
２
１
３
４

　
　

第
７
回
横
手
市
育
児
講
座

　
　
『
ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
』

　

親
子
で
料
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
12
月
14
日(

水)

午
前
10
時

　

〜
11
時
※
受
付
は
午
前
９
時
45
分
〜

◆
場
所
／
増
田
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

◆
対
象
／
２
歳
以
上
の
未
就
園
児
と

　

そ
の
保
護
者

◆
定
員
／
先
着
20
組

◆
受
講
料
／
無
料

◆
問
合
せ
／
増
田
町
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー　

４
５
‐
４
６
３
７

　
　

都
市
再
生
整
備
計
画
の
事
後

　
　

評
価
原
案
を
公
表
し
ま
す

　
横
手
駅
周
辺
地
区
都
市
再
生
整
備

計
画
の
事
後
評
価
原
案
を
、
市
都
市

計
画
課
窓
口
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

広
く
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
公
表
期
間
／
12
月
１
日(

木)

〜
15

　

日（
木
）

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

３
２
‐
２
４
０
８

　
　

ほ
ろ
わ
の
里
資
料
館

　
　

冬
季
閉
館
の
お
知
ら
せ

　

12
月
１
日
か
ら
『
ほ
ろ
わ
の
里
資

料
館
』
を
冬
季
閉
館
し
ま
す
。
来
年

度
は
５
月
か
ら
の
開
館
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
市
教
育
委
員
会
文
化
財

　

保
護
課　

３
２
‐
２
４
０
３

　
　

横
手
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

　
　
『
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
』

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
ス

ポ
ー
ツ
で
、
投
球
位
置
か
ら
ゲ
ー
ト

を
通
過
さ
せ
、
10
本
の
ピ
ン
を
で
き

る
だ
け
少
な
い
投
球
で
倒
す
こ
と
を

競
い
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
で
す
。
申

込
書
は
、
お
近
く
の
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、体
育
館
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
10
日(

土)

午
前
８
時

　

30
分
〜
受
付　

◆
場
所
／
横
手
体
育
館

◆
参
加
費
／
３
０
０
円(

保
険
料
等)

◆
持
ち
物
／
室
内
用
運
動
靴

◆
申
込
期
限
／
12
月
８
日（
木
）

◆
問
合
せ
／
横
手
体
育
館

　
　

３
３
‐
２
１
０
２

　
　

平
鹿
少
年
相
撲
教
室
を
開
催

　
　

し
ま
す

　

大
相
撲
・
時
津
風
部
屋
の
親
方
と

力
士
に
よ
る
指
導
を
見
学
で
き
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
25
日(

日)

午
前
９
時

　

〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
浅
舞
公
民
館

◆
問
合
せ
／
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

ー　

２
４
‐
１
３
４
０

　
　

横
手
市
民『
食
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

　
　

地
産
地
消
料
理
講
習
会

◆
テ
ー
マ
／
秋
冬
野
菜
た
っ
ぷ
り
の

　

ヘ
ル
シ
ー
料
理

◆
日
時
／
12
月
14
日（
水
）午
前
10
時

　

30
分
〜
午
後
１
時

◆
場
所
／
大
雄
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

◆
定
員
／
先
着
15
人

◆
参
加
費
／
５
０
０
円
（
材
料
代
）

◆
申
込
開
始
／
12
月
５
日（
月
）午
前

　

10
時

◆
申
込
み
／
よ
こ
て
『
食
の
ア
カ
デ

　

ミ
ー
』　

３
５
‐
２
１
９
３

　
　

キ
ャ
リ
ア
相
談
を
受
け
付
け

　
　

て
い
ま
す

　

就
職
や
進
路
・
起
業
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
事
前
に
予

約
の
上
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
先
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局（
市
商
工
労
働
課
内
）　

　
　

３
３
‐
３
８
９
９

　
　

冬
場
の
か
い
ご
の
実
技
を
学

　
　

ぶ『
第
６
回
か
い
ご
教
室
』

◆
日
時
／
12
月
20
日(

火)

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
十
文
字
ふ
れ
あ
い
館

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
み
／
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
本
部
地
域
福
祉
課　

３
６
‐
５

　

３
７
７
か
最
寄
り
の
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

土
砂
災
害
危
険
個
所
の
立
入

　
　

り
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
県
で
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
の

あ
る
場
所
を
調
査
し
ま
す
。
秋
田
県

の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た
調
査
員

が
私
有
地
に
入
り
、
調
査
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
調
査
地
区
／
増
田
町
荻
袋
地
区
・

　

狙
半
内
地
区

◆
期
間
／
12
月
〜
平
成
24
年
３
月

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
企
画
調
査
課

　

□
３
２
‐
６
２
０
５

　
　

12
月
１
日
は
『
世
界
エ
イ
ズ

　
　

デ
ー
』
で
す

　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ほ
か
、
個

別
相
談
と
即
日
検
査
を
行
い
ま
す
。

料
金
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
12
月
４
日（
日
）午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
秋
田
ふ
る
さ
と
村

◆
問
合
せ
／
横
手
保
健
所
健
康
・
予

　

防
課　

３
２
‐
４
０
０
５

information

情報

 

講　
座

 

　
　
『
眠
り
と
健
康
』公
開
講
座
を

　
　

開
催
し
ま
す

◆
日
時
／
12
月
５
日（
月
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
※
参
加
無
料

◆
場
所
／
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

　

別
館

◆
内
容
／
【
講
演
】
秋
田
大
学
大
学

　

院
・
医
学
系
研
究
科
・
清
水
徹
男

　

教
授
『
眠
り
と
健
康
〜
自
殺
予
防

　

の
観
点
か
ら
〜
』
、
【
実
技
】
中

　

高
老
年
期
運
動
指
導
士
・
坂
本
裕

　

子
氏
『
良
い
眠
り
の
た
め
の
リ
ラ

　

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』

◆
問
合
せ
／
横
手
保
健
所
健
康
・
予

　

防
課　

３
２
‐
４
０
０
５

　
　

脳
卒
中
フ
ェ
ア『
脳
卒
中
か
ら

　
　

身
を
守
る
！
』

　

脳
卒
中
に
関
す
る
講
演
、
相
談
、

秋
田
市
消
防
本
部
救
急
隊
に
よ
る
寸

劇
の
ビ
デ
オ
上
映
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
11
日（
日
）午
後
１
時

　

〜
３
時
※
参
加
無
料

◆
場
所
／
秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参

　

画
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
／
県
立
脳
血
管
研
究
セ
ン

　

タ
ー

　
　

０
１
８
‐
８
３
３
‐
０
１
１
５

　
　

12
月
10
日
〜
16
日
は『
北
朝
鮮

　
　

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
』

　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事
案
は
、

こ
れ
ま
で
に
13
件
発
生
し
て
お
り
、

北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
は
19

人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
拉
致
に
関
与
し
た
北

朝
鮮
工
作
員
や
『
よ
ど
号
』
犯
人
ら

11
人
の
逮
捕
状
の
発
付
を
得
て
国
際

手
配
を
行
う
な
ど
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
国
内
外
の
関
係
機
関
と
連
携

し
、
捜
査
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
に
つ
い

て
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

◆
連
絡
先
／
横
手
警
察
署　

３
２
‐

　

２
２
５
０
ま
た
は
お
近
く
の
交
番

　

か
駐
在
所
へ

　
　

健
康
を
目
指
し
て
養
生
気
功

　
　

し
て
み
ま
せ
ん
か

◆
日
時
／
12
月
７
日(

水)

・14
日(

水)

　

午
後
７
時
〜
９
時

◆
場
所
／
秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参

　

画
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／
１
回
５
０
０
円

◆
定
員
／
５
人

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
南
部
男
女
共
同

　

参
画
セ
ン
タ
ー　

３
３
‐
７
０
１
８

　
　

秋
田
県
司
法
書
士
会
主
催
の

　
　

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登
記
、

多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
相
談
日
／
12
月
14
日(

水)

午
後
１

　

時
30
分
〜
３
時
30
分
※
毎
月
第
２

　

水
曜
日

◆
場
所
／
横
手
商
工
会
議
所

◆
定
員
／
先
着
４
件
※
要
予
約

◆
申
込
み
／
秋
田
県
司
法
書
士
会　

　
　

０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
０
５
５

　
（
予
約
専
用
電
話
）

　
　

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助

　
　

成
金
無
料
相
談
を
行
い
ま
す

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
事
前
に
予

約
の
上
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
12
月
８
日（
木
）午
後
１
時

　

〜
４
時

◆
場
所
／
秋
田
県
商
工
会
連
合
会
南

　

部
指
導
セ
ン
タ
ー
（
神
明
町
）

◆
申
込
み
／
秋
田
県
社
会
保
険
労
務

　

士
会
県
南
支
部
（
照
井
社
会
保
険

　

労
務
士
事
務
所
内
）

　
　

３
３
‐
１
０
３
３

　
　

多
重
債
務
の
相
談
を
受
け
付

　
　

け
て
い
ま
す

　

東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務
所
で

は
、
借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
々
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
金

問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
必
ず
解

決
で
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
／
毎
週
月
曜
〜
金
曜
日（
祝

　

日
、
年
末
年
始
除
く
）
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
相
談
先
／
東
北
財
務
局
秋
田
財
務

　

事
務
所
理
財
課
（
秋
田
市
山
王
七

　

丁
目
１-

４
秋
田
第
二
合
同
庁
舎
）

　
　

０
１
８
‐
８
６
２
‐
４
１
９
６

　
（
相
談
専
用
電
話
）

　
　
『
献
体
』に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　

　

献
体
と
は
、
献
体
法
に
基
づ
い
て

医
学
教
育
（
人
体
解
剖
）
に
役
立
た

せ
た
い
と
い
う
志
を
持
つ
方
が
、
生

前
に
白
菊
会
に
登
録
し
、
死
後
、
ご

遺
族
の
方
か
ら
無
条
件
・
無
報
酬
で

ご
遺
体
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
医
学
の
進
歩
・
発
展
の
た
め

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
大
学
医
学
部
白
菊

　

会
（
学
務
課
内
）

　
　

０
１
８
‐
８
８
４
‐
６
０
３
０

　
　

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
　

　

高
等
工
科
学
校
生
徒
の
募
集
で
す
。

◆
募
集
期
限
／
平
成
24
年
１
月
６
日

　
（
金)

◆
対
象
／
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

　

子（
中
学
校
卒
業
・
卒
業
予
定
者
）

◆
試
験
日
／
平
成
24
年
１
月
14
日（
土)

◆
申
込
み
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所　

３
２
‐
３
９
２
０

講　
座

情報～information～

お知らせのページ

催　
し

講　
座

相　
談

相　
談

お
知

ら
せ

 

催　
し

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

催　
し
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※降雪状態により、営業期間が変更になる場合があります

市内スキー場オープン情報
ス キ ー 場 名

大森スキー場　　（　26-4210）

山内スキー場　　（　53-2240）

横手公園スキー場（　33-4101）

雄物川スキー場　（　22-5644)

天下森スキー場　（　45-9816)

営 業 期 間　

12月18日(日)～３月４日(日)
12月22日(木)～３月上旬
12月23日(金)～２月29日(水)
12月23日(金)～２月29日(水)
12月23日(金)～３月上旬

相　
談

講　
座

募　
集

相　
談

相　
談

お
知

ら
せ

募　
集

お
知

ら
せ
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地域からのお知らせ 情報～information～

　
横手ばやし保存会『一般向け練習会』
  横手ばやしを体験してみませんか。初心者大歓迎！
●日時／12月11日(日)午後６時30分～ ●場所／サンサン
横手 ●参加費／200円 ●問合せ／菓子さん 　32-7063
　　
プリザーブドフラワー教室『お正月アレンジ』
  ハッピーを招く、花舞かざりを手作りします 。
●日時／12月17日(土)・21日(水)、午後１時30分～　●
場所／あさくら館 ●参加費／2,500円（材料費） ●持ち物
／はさみ　●問合せ／藤王さん 　090-7064-5602　
　
南部シルバーエリア【親子創作活動『チャレンジ・ザ・冬』】
●開催日・内容／①12月18日(日)カルトナージュ、②23日
(金)手打ちそば、③25日（日）干支の土鈴に色付け、④１月
７日（土）肉まん作り　※詳しくはお問い合わせください 
●申込み・問合せ／南部シルバーエリア 　26-3880
　　 
自然を愛する皆さんの集い『年末特別企画』
●日時／12月18日(日)午後１時～ ●場所／煉瓦屋(寿町) 
●内容／ＹＵＫＩＫＯミニライブ、皆さんが主役のコン
サート ●参加費／3,500円（料理・飲み物付） ●申込期限
／12月15日（木）　●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　　
日本将棋連盟横手支部『12月将棋例会』
●日時／12月25日(日)午前９時30分～  ●場所／女性セ
ンター  ●参加費／会員1,000円、会員以外1,300円、学
生500円（昼食付） ●問合せ／中田さん 　32-2479
　

　 

　
横手教会100周年記念『クリスマスコンサート』
●日時／12月４日(日)午後２時開演 ●入場料／無料 ●
演奏／オルガン：香取智子、メゾソプラノ独唱：野尻弘子 
●場所・問合せ／日本基督教団横手教会（本町）小松さん 
　32-1998
　
クリスマス『手作り雑貨マーケット』
　布小物やバッグ、子ども向け小物等の手作り品を販売
します。数量限定でご購入プレゼントも用意しています。
●日時／12月４日(日)午前10時～午後３時 ●場所／大仙市
大曲交流センター ●問合せ／小松さん 　090-7666-6001
　
コミュニティハウス『ね・ま～れ』　各種イベント案内
【葉書絵教室巡彩展】入場無料（火曜日休館）
●期間／12月８日（木）まで、午前10時～午後５時
【フリーマーケット＆オカリナ・ハーモニカ
　　 ミニミニ演奏会～ひと足お先にクリスマス気分～】
　布や毛糸、ビーズ、手芸品をはじめ、十文字和紙、陶
芸品などの販売やミニミニ演奏会を開催します。
●日時／12月10日（土）午前10時～午後２時
●問合せ／『ね・ま～れ』（十文字駅前通り） 　42-5320
　
『リンパマッサージ体験』
●日時／12月８日（木）・11日（日）、午後１時～２時30分
●場所／旭ふれあい館　●参加費／500円 ※要予約　●
申込み／中村さん 　090-5595-0800
　　

idobata  plazaidobata  plaza
いどばたプラザ

 

   

第６回秋田盆おどりサミット　 増田第６回秋田盆おどりサミット　 増田inin
『サミットで元気を発信！踊りでつなぐ
きずなの輪』をテーマに、東日本復興支
援チャリティーとして開催しますので、
ぜひご来場ください。
◆日　時／12月18日（日）13：00開演
◆場　所／増田ふれあいプラザ
◆内　容／秋田三大盆踊り（西馬音内盆
　　　　　踊り、毛馬内盆踊り、一日市盆
　　　　　踊り）、盛岡さんさ踊り、柳家
　　　　　甚語楼氏による寄席、増田小
　　　　　学校４年生の盆踊り学習発表
◆入場料／500円（売り上げの一部を被災地へ寄付します）
◆チケット販売・問合せ／増田町観光協会 　45-5311

「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲載す
るコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内容が
わかるものを市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せ
ください。ただし、1月1日号は12月9日、1月15日号は12月22日となり
ますので、あらかじめご了承ください。
　イベントの内容は、市のホームページにも掲載しています。

献血日程
種類受付時間

９：30～10：15
10：45～11：30
13：15～14：15
14：45～15：45
９：30～10：15
11：00～11：45

10：00～16：00

10：00～11：00
13：00～15：00
10：00～11：15
11：50～12：30
14：00～14：40
15：15～16：15

成分

全血

全血

実　施　場　所
住友生命保険秋田支社県南分館
平鹿農業共済組合
NEXCO東日本東北支社横手管理事務所
東北農政局平鹿平野農業水利事業所
ＪＡ秋田ふるさと横手総合支店
西東北日野自動車㈱横手支店
イオン横手店（旧横手サティ）
ふれあい献血キャンペーン

横手市役所　平鹿庁舎

横手市役所　大森庁舎
㈱ヌイテックコーポレーション秋田工場
ＪＡ秋田ふるさと営農経済部（旧八沢木支所）
大森町高齢者等保健福祉センター

月日・地域

12月２日(金)
横　手

12月８日(木)
横　手

12月11日(日)
横　手

12月12日(月)
平　鹿

12月16日(金)
大　森

　プロバスケットボールチーム・秋田ノーザンハピネッツを、
一緒に応援してくださる会員を募集しています。
◆年会費／１口1,000円(特典：選手との交流会イベントなど）

◆会員申込み・チケット販売／
　秋田ノーザンハピネッツ横手市後援会
　事務局（横手体育館内）　38-8122
　横手市体育協会増田支部（増田体育館内）、同平鹿支部（浅舞  
  公民館内）、同雄物川支部（雄物川コミュニティーセンター
　内）、同大森支部（大森庁舎内）、同十文字支部（十文字文化
　センター内）、同山内支部（山内庁舎内）、同大雄支部（大雄
　庁舎内）

◆日　時／12月17日（土）15：00開場
　　　　　12月18日（日）11：00開場
◆場　所／増田体育館
◆対  戦／大阪エヴェッサ
◆入場料／１階自由席：一般2,300円 、
 （前売り） 高校生以下1,000円
　　　　  ２階自由席：一般1,800円 、
　　　　  高校生以下800円

横手市後援会会員募集横手市後援会会員募集！！プロバスケットボール
秋田ノーザンハピネッツ
プロバスケットボール
秋田ノーザンハピネッツ

　※公式戦の自由席・特別席は各コンビニでも販売しています

秋田ノーザンハピネッツ bjリーグ公式戦秋田ノーザンハピネッツ bjリーグ公式戦
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読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室　

広
報
広
聴
担

当
あ
て　
　

３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

た
よ
り昼夜兼行での大根のいぶし作業（山内・土渕地区）

昼夜兼行での大根のいぶし作業（山内・土渕地区）

読者の声

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
カ
月
。
釜

石
市
か
ら
親
戚
が
数
十
年
ぶ
り
に
増

田
に
遊
び
に
き
ま
し
た
。
一
時
で
も

被
災
を
忘
れ
さ
せ
、
杯
を
酌
み
交
わ

し
て
、
昔
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

釜
石
に
も
花
を
咲
か
せ
て
と
願
っ
て

い
ま
す
。

（
ト
ッ
ク
ン
さ
ん･

61
歳･

増
田
）

　

秋
の
風
物
詩
の
赤
と
ん
ぼ
を
見
て

い
ま
せ
ん
。
猛
暑
か
豪
雪
、
大
地
変

動
の
た
め
で
し
ょ
う
か
。
青
空
に
飛

び
交
う
赤
と
ん
ぼ
の
姿
を
待
っ
て
い

ま
す
。（

Ｔ
・
Ｎ
さ
ん
・
83
歳
・
増
田
）

　

先
日
、
お
茶
会
で
和
服
に
身
を
包

み
、
着
物
っ
て
い
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
床
の
間
に
『
華
無
心
』

『
不
一
不
二
』
『
洗
心
』
『
歌
』
の

四
つ
の
掛
物
が
あ
り
、
茶
道
だ
け
で

な
く
日
常
生
活
に
お
い
て
も
役
に
立

つ
素
敵
な
言
葉
に
感
動
し
、
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
Ｋ
・
Ｈ
さ
ん･

70
歳
・
平
鹿
）

　　

先
日
、
自
宅
近
く
の
学
校
の
文
化

祭
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
学
校
で
は
、

地
域
の
人
た
ち
に
『
学
校
だ
よ
り
』

を
届
け
て
く
れ
る
の
で
、
生
徒
さ
ん

た
ち
の
取
り
組
み
や
ど
ん
な
こ
と
を

頑
張
っ
て
い
る
か
な
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
楽
し
い
時
間
を
す
ご

し
、
生
徒
さ
ん
の
笑
顔
に
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
た
一
日
で
し
た
。

（
昔
、な
で
し
こ
さ
ん･

59
歳
・
横
手
）

　

若
い
主
婦
が
ご
み
を
融
雪
溝
に
捨

て
て
い
ま
し
た
。
雪
が
降
っ
た
ら
お

世
話
に
な
る
の
に
、
ガ
ッ
カ
リ
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
若
い

人
な
ん
で
す
か
ら
、
頼
み
ま
す
よ
。

（
Ｔ
・
Ｉ
さ
ん･

62
歳
・
増
田
）

　

横
手
や
き
そ
ば
の
『
や
き
っ
ピ
』

を
応
援
し
て
い
ま
す
。
『
や
き
っ
ピ

シ
ー
ル
』
に
は
色
々
な
ポ
ー
ズ
が
あ

り
、
楽
し
い
で
す
よ
。

（
Ｍ
・
Ｗ
さ
ん･

52
歳
・
横
手
）

　

先
月
の
市
報
で
、
カ
ラ
ス
の
知
能

指
数
に
つ
い
て
書
い
た
方
が
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
私
も
10
年
以
上
前
か

ら
カ
ラ
ス
に
感
心
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
自

動
車
が
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
れ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
て
木
の
実
を
落
と
し
、

割
れ
た
実
を
食
し
て
い
る
の
で
す
。

私
の
知
恵
よ
り
は
る
か
に
優
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
オ
ジ
コ
母
さ
ん
・
59
歳
・
十
文
字
）

　　

こ
の
秋
は
『
す
ま
い
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
』
を
し
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
み
ま
し
た
。
毎
週
、
親
子
で

参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
思

い
出
が
い
っ
ぱ
い
で
き
ま
し
た
。
お

祭
り
が
終
わ
っ
た
今
は
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
寂
し
い
で
す
ね
。

（
な
む
な
む
さ
ん
・
45
歳
・
横
手
）

　

娘
が
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
中
で

す
。
先
日
、
孫
を
預
か
り
、
病
院
に

連
れ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
仕
事
を
休

ん
で
来
て
い
る
母
親
も
お
り
、
『
助

け
て
く
れ
る
人
が
い
て
、
う
ら
や
ま

し
い
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
若
い
人

が
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。

(

ネ
コ
マ
マ
さ
ん･

50
歳･

横
手)

　

先
月
『
第
１
回
街
角
シ
ネ
マ
』
を

見
に
行
き
ま
し
た
。
映
画
の
ス
ト
ー

リ
ー
も
よ
く
、
感
動
し
ま
し
た
。
家

の
近
く
で
映
画
を
見
ら
れ
る
の
は
最

高
な
の
で
、
回
数
を
増
や
し
て
ほ
し

い
で
す
。

(

岩
ち
ゃ
ん
さ
ん･

60
歳･

横
手)

　

夜
で
も
明
る
く
て
キ
レ
イ
な
新
横

手
駅
に
感
動
し
ま
し
た
！
西
口
が
で

き
て
、
駅
に
行
く
時
間
が
短
縮
で
き
、

と
て
も
便
利
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と

駅
周
辺
が
賑
わ
う
と
い
い
な
ぁ
。

(

Ｋ
・
Ｆ
さ
ん･

28
歳･

横
手)

　

横
手
に
は
た
く
さ
ん
の
図
書
館
が

あ
る
の
で
、
図
書
館
め
ぐ
り
が
好
き

で
す
。
絵
本
は
わ
く
わ
く
、
郷
土
の

歴
史
集
に
は
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま

す
。
図
書
館
は
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

(

ル
ー
ト
66
さ
ん･

53
歳･

横
手)

　

先
日
、
実
家
の
仙
台
に
帰
省
し
ま

し
た
。
仙
台
の
街
を
歩
い
て
い
る
と
、

デ
パ
ー
ト
の
地
下
で
は
横
手
の
酒
と

ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
販
売
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
売
り
子
の
人
は
横
手
の
人

だ
そ
う
で
、
話
も
盛
り
あ
が
り
、
ぶ

ど
う
ジ
ュ
ー
ス
を
購
入
。
さ
ら
に
商

店
街
に
は
横
手
の
野
菜
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
る
八
百
屋
さ
ん
の
看
板
が

目
に
止
ま
っ
た
の
で
、
店
員
さ
ん
に

声
を
か
け
た
ら
、
横
手
の
市
長
さ
ん

が
来
て
販
売
し
た
り
も
し
た
ん
だ
と

か
。
横
手
の
町
の
す
ご
さ
に
驚
き
、

誇
り
に
思
っ
た
一
日
で
し
た
。

(

Ｆ
・
Ｓ
さ
ん･

41
歳･

雄
物
川)

　　

地
域
の
芸
術
文
化
祭
で
、
母
が
き

れ
い
に
化
粧
を
し
、
衣
装
を
着
て
踊

る
姿
を
見
て
、
驚
き
と
尊
敬
の
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
ケ
ン
カ

ば
か
り
の
母
娘
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
も
っ
と
母
が
喜
ぶ
顔
を
増
や
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

(

ま
ゆ
の
す
け
さ
ん･

46
歳･

十
文
字)

　

家
族
と
『
種
苗
交
換
会
』
に
行
き

ま
し
た
。
様
々
な
農
産
物
が
出
品
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
人
出
で
し
た
。
改

め
て
農
業
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　

(

栗
原
研
さ
ん･

21
歳･

大
森)

　

天
気
予
報
に
雪
マ
ー
ク
が
出
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
３
歳
に
な
る
子

ど
も
が
『
も
う
す
ぐ
ゆ
き
だ
る
ま
ふ

っ
て
く
る
よ
』
と
う
れ
し
そ
う
に
言

っ
て
い
ま
す
。
ち
っ
ち
ゃ
い
雪
だ
る

ま
が
降
っ
て
き
た
ら
、
か
わ
い
い
な

〜
と
笑
い
ま
し
た
。

(

雪
だ
る
ま
さ
ん･

30
代･

十
文
字)

　

雪
の
重
み
で
果
樹
の
枝
が
折
れ
ま

し
た
。
数
本
し
か
な
か
っ
た
の
で
、

切
り
倒
そ
う
か
と
思
い
つ
つ
、
秋
を

迎
え
ま
し
た
。
甘
柿
の
初
も
ぎ
は
20

個
ほ
ど
で
し
た
が
、
恵
み
に
感
謝
し

ま
し
た
。

(

ラ
ブ
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ん･

55
歳･

十
文
字)

　　

週
に
２
回
ほ
ど
、
新
鮮
な
野
菜
を

求
め
て
、
道
の
駅
十
文
字
に
行
き
ま

す
。
先
日
、
九
州
か
ら
の
ツ
ア
ー
の

方
た
ち
が
り
ん
ご
を
発
送
し
た
り
、

奥
州
市
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方
々

が
『
折
り
紙
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
』
の
展

示
に
足
を
止
め
、
感
想
を
述
べ
合
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
光
景
を
目
に

し
、
私
も
心
の
な
か
で
、
あ
り
が
た

く
、
ま
た
、
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま

し
た
。

(

田
中
キ
ミ
子
さ
ん･

74
歳･

十
文
字)　

　

秋
が
深
ま
っ
て
き
た
と
思
っ
た
頃

に
は
初
雪
。
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、

去
り
行
く
秋
や
冬
の
訪
れ
を
感
じ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
冬
の
準

備
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？
冬
支
度

を
し
な
が
ら
、
今
年
は
豪
雪
で
な
い

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。　
　

　毎日、朝・昼・夕方の３回、市から市民生活に密着
した行政情報やイベント情報などを『よこてタウンメ
ッセージ』のコーナーでお知らせしています。
　ぜひ〝横手かまくらエフエム〟をお聞きください。

日々の新しい情報は『横手かまくらエフエム』から日々の新しい情報は『横手かまくらエフエム』から

放送時間（朝・昼・夕方の３回）
月曜日から金曜日
　・午前８時～８時15分のうち、10分間
　・午後０時30分～０時45分のうち、10分間
　・午後５時45分～６時のうち、10分間
土曜日と日曜日
　・午前９時15分～９時30分のうち、10分間
　・正午～午後０時15分のうち、10分間
　・午後６時～６時10分
緊急情報は、随時対応して放送します緊急情報は、随時対応して放送します

よこてタウンメッセージ
 毎日放送中　　

よこてタウンメッセージ
 毎日放送中　　

市民に笑顔と安心を！

発行号「12月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、必
ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　12月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　おなじみの三平くん
や四季折々の風景が、
矢口先生の繊細なタッ
チで表情豊かに描かれ
ています。毎年、絵画
作品としても多くの方
に愛されている『釣りキチ三平カレンダー2012年版』
を３名様にプレゼントします。
　12月には、矢口先生の直筆サイン入りカレンダーと
図録などをセットにした『福袋』が数量限定で販売さ
れます。詳しくは、増田まんが美術館売店まで。
【提供】増田町物産流通センター 　45-5231
※増田まんが美術館売店にて税込1,575円で販売しています。

矢口高雄先生オリジナル

釣りキチ三平カレンダー2012年版
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高橋 麗子さん（77歳・山内）
たかはし　れいこ
昭和９年、旧山内村生まれ。昭和40年頃から本格的
にいぶりがっこの生産を始める。長年培ってきたこ
だわりの味は長男・登さんの妻・篤子さんに引き継
がれ、第１回いぶりんピックで優勝。『金樽』のレ
シピに採用される。今もいぶりがっこ作りに携わる
かたわら、平成22年から登さん夫妻が営む農家民宿
『三又長右エ門』のにも手を貸している。

手間ひまを惜しまぬ〝信念の味〟
　

山
深
い
山
内
・
三
又
地
区
。
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
巧
に

と
っ
て
『
い
ぶ
り
が
っ
こ
』
作
り
は
、
幼
い
頃
か
ら
日
常
生

活
の
一
部
だ
っ
た
。
晩
秋
か
ら
霙
や
雪
の
日
が
多
く
、
収
穫

し
た
大
根
を
天
日
や
風
で
乾
か
す
の
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
、

囲
炉
裏
の
上
に
吊
す
乾
燥
方
法
に
結
び
つ
い
た
と
も
言
わ
れ
、

か
つ
て
は
居
間
の
囲
炉
裏
に
大
根
が
吊
ら
れ
て
い
た
。

　

高
橋
さ
ん
が
い
ぶ
り
が
っ
こ
作
り
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
終
戦
か
ら
間
も
な
い
15
歳
の
頃
。
当
時
は
、
自
家

消
費
が
目
的
の
た
め
保
存
が
利
く
よ
う
に
米
糠
と
塩
だ
け
で

漬
け
た
塩
辛
い
味
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
人
が
都
会
に

出
て
暮
ら
す
よ
う
に
な
り
、
故
郷
の
味
を
求
め
て
需
要
が
増

え
た
こ
と
や
、
各
家
庭
か
ら
囲
炉
裏
が
姿
を
消
し
た
こ
と
が

重
な
り
、
大
根
が
い
ぶ
さ
れ
る
場
所
は
『
い
ぶ
し
小
屋
』
へ

と
移
さ
れ
、
い
ぶ
り
が
っ
こ
の
商
品
化
が
進
ん
だ
。

　

各
生
産
者
の
味
が
競
わ
れ
る
中
、
高
橋
さ
ん
も
昭
和
40
年

頃
か
ら
本
格
的
に
い
ぶ
り
が
っ
こ
の
生
産
を
開
始
。
合
成
着

色
料
を
使
わ
ず
、
自
然
な
色
合
い
に
仕
上
げ
る
た
め
の
紅
花

を
は
じ
め
、
玄
米
や
米
麹
、
ざ
ら
め
な
ど
を
加
え
る
と
い
っ

た
工
夫
で
絶
え
ず
改
良
を
重
ね
て
き
た
漬
け
床
は
、
「
買
っ

て
く
れ
る
人
の
期
待
を
裏
切
り
た
く
な
い
」
と
い
う
言
葉
ど

お
り
、
ま
さ
し
く
〝
信
念
の
レ
シ
ピ
〞
だ
。

　

収
穫
さ
れ
た
大
根
は
、
す
ぐ
に
冷
た
い
沢
水
で
洗
い
、
縄

で
編
み
上
げ
る
。
サ
ク
ラ
や
リ
ン
ゴ
、
ナ
ラ
を
焚
い
て
行
う

い
ぶ
し
に
は
５
昼
夜
を
要
し
、
そ
の
後
約
50
日
間
、
杉
樽
の

漬
け
床
で
寝
か
せ
る
。
漬
け
込
む
と
き
の
温
度
が
味
に
影
響

す
る
た
め
、
そ
の
時
期
の
見
極
め
も
重
要
だ
と
い
い
、
レ
シ

ピ
と
同
様
に
各
作
業
に
も
こ
だ
わ
り
の
極
意
が
あ
る
。

　

戦
争
や
物
の
乏
し
い
時
代
を
経
験
し
て
き
た
巧
は
「
仕
事

を
し
て
い
て
難
儀
だ
と
思
う
こ
と
は
な
い
」
と
言
い
き
る
。

手
間
ひ
ま
を
惜
し
ま
ず
作
ら
れ
る
巧
の
い
ぶ
り
が
っ
こ
。
噛

む
ほ
ど
に
感
じ
ら
れ
る
そ
の
深
い
味
わ
い
は
、
そ
う
し
た
経

験
か
ら
来
る
強
さ
と
優
し
さ
を
伝
え
て
い
る
。

いぶりがっこ作りVol.72 巧たくみ

広告

手を抜けるところは一切ない。
手を抜いて、いいものはできない。

　早いもので今年も、も
う12月、師走になりまし
た。雪も降り始め、冬将
軍がやって来ました。記
録的な大雪に見舞われた
昨シーズンのような冬に
ならないことを願うばか
りです。仕事柄、県外か
ら横手に定住している人
を取材する機会が多くあ
りますが、意外と皆さん
横手の冬を楽しんでいる
ようです。スキーやスノ
ーボードをしたり、かま
くらなどの伝統行事を堪
能したりと、冬の横手の
魅力を話してくれます。
私も視点を変えて「雪投
げ大変だ～」から冬の楽
しみ方を、改めて探して
みようと思います。（伸）

あとがき
広報担当者のつぶやき

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
を
訪
れ
て
の
体
験
記
や
震
災
支
援
の

情
報
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
、

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

被
災
し
た
事
業
者
の
事
業
再
開
支

援
と
雇
用
の
確
保
、
市
民
の
買
い
物

の
利
便
性
向
上
な
ど
の
た
め
、
国
の

制
度
を
利
用
し
て
、
市
内
11
カ
所
に

約
２
１
５
の
事
業
者
が
入
居
す
る
仮

設
店
舗
・
事
務
所
・
工
場
の
設
置
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
す
で
に
５
カ

所
が
完
成
し
、
に
ぎ
わ
い
や
交
流
の

場
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

続
け
な
が
ら
、
年
内
に
策
定
す
る
釜

石
市
復
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
中

心
市
街
地
の
再
興
な
ど
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
市
民
と
一
丸
と
な
っ
て
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

横
手
市
や
秋
田
県
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
支
援
は
大
き
な
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
復
興
に
向
か
う
釜

石
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
商
工
業
再
興
へ
仮
設
を
設
置

正木 隆司さん
釜石市産業振興部
商工労政課長

僅
か
ず
つ
の
善
意
の
積
み
重
ね
が
大
き
な
力
に

希望の灯りやポロシャツの
売り上げから義援金を拠出

　

東
日
本
大
震
災
後
、
横
手
市
で
は

い
ち
早
く
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域

の
支
援
に
回
る
体
制
を
整
え
た
。
地

震
発
生
か
ら
１
カ
月
後
の
４
月
11
日

に
は
、
官
民
一
体
の
『
震
災
復
興
支

援
と
地
震
に
負
け
な
い
横
手
実
行
委

員
会
』
を
立
ち
上
げ
、
経
済
活
動
の

平
常
化
宣
言
や
節
電
の
取
り
組
み
な

ど
を
進
め
て
き
た
。

　

同
実
行
委
員
会
で
は
、
そ
の
象

徴
と
し
て
『
希
望
の
灯
り
』
を
市

内
に
灯
す
こ
と
を
呼
び
か
け
、
キ

ッ
ト
の
販
売
を
実
施
。
ま
た
、
節

電
の
意
識
付
け
の
た
め
、
ク
ー
ル

ビ
ズ
対
応
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
販
売
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
、
９
月
24
日
、

25
日
に
横
手
商
工
会
議
所
が
主
催

し
た
『
よ
こ
て
に
ぎ
わ
い
カ
ー
ニ

バ
ル
』
の
売
り
上
げ
の
一
部
も
出

展
者
か
ら
寄
付
さ
れ
、
そ
の
厚
い

思
い
は
市
全
体
で
１
０
０
万
円
と

い
う
金
額
に
上
り
、
義
援
金
と
し

て
岩
手
県
釜
石
市
に
届
け
ら
れ
た
。

　

横
手
商
工
会
議
所
で
は
「
『
希
望

の
灯
り
』
や
『
よ
こ
て
に
ぎ
わ
い
カ

ー
ニ
バ
ル
』
で
の
義
援
金
募
集
で
、

快
く
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
企
業
や
団

体
の
皆
様
に
、
深
く
感
謝
し
た
い
。

横
手
市
民
の
思
い
が
釜
石
市
の
一
日

も
早
い
復
興
へ
の
弾
み
に
な
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
る
」
と
話
し
、
横
手
市

観
光
協
会
も
「
市
民
の
皆
さ
ん
や
市

職
員
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
『
が
ん

ば
ろ
う
東
北
！
ク
ー
ル
ビ
ズ
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
』
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
義
援

金
と
し
て
送
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
心
よ
り
感
謝
し
、
今
後
も
被
災
地

の
早
期
復
興
を
願
い
た
い
」
と
コ
メ

ン
ト
。
そ
し
て
、
両
者
と
も
「
引
き

続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

て
被
災
地
へ
の
支
援
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

一
人
ひ
と
り
の
善
意
は
わ
ず
か
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
取
り
組
み
の
輪
を

拡
げ
る
こ
と
で
大
き
な
力
と
な
る
。

東
北
全
体
の
復
興
に
向
け
て
、
私
た

ち
に
は
ま
だ
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

地震に負けない横手

支え合おう東北
6

被
災
地
は
い
ま
…
第
５
回

【
岩
手
県
釜
石
市
】

横手図書館 ・・・・・・ 12月1・7・14日
増田図書館 ・・・・・・ 12月1・5・12日
平鹿図書館 ・・・・・・ 12月1・6・13日
雄物川図書館 ・・・・ 12月1・7・14日
大森図書館 ・・・・・・ 12月1・6・13日
十文字図書館 ・・・・ 12月1・7・14日
山内図書館 ・・・・・・ 12月3・4・10・11・17・18日
大雄図書館 ・・・・・・ 12月1・5・8・12・15・18日
雄物川郷土資料館　12月5・12日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 12月21日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 12月6・13日
えがおの丘 ・・・・・・ 12月5・12日
大森健康温泉 ・・・・ 12月5・12日
ゆとりおん大雄 ・・ 12月1・15日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 12月7・14日
　西・南部 ・・・・・・ 12月3・4・10・11・17・18日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 12月5・12日
南部シルバーエリア　12月5・12日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　12月7・14日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　12月7・14日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～15：30
大沢診療所（内科）
　診 療 日　12月12・26日（第2・4月曜）
　診療時間　13：30～14：30
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　12月6・13日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　12月1・8・15日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

み
ぞ
れ

こ
う
じ

か

つ
る

ぬ
か

これからも灯し続ける『希望の灯り』

【
今
回
の
義
援
金
の
内
訳
】

●
希
望
の
灯
り
キ
ッ
ト
の
売
上
げ
…
30
万
円

●
よ
こ
て
に
ぎ
わ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
１
１

　

出
展
者
売
り
上
げ
の
５
％
と
企
業
か
ら
横

　

手
商
工
会
議
所
へ
の
寄
付　
　

…
20
万
円

●
ク
ー
ル
ビ
ズ
対
応
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ロ
シ
ャ

　

ツ
の
売
り
上
げ
の
一
部　
　
　

…
50
万
円

わ 

ず
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日 18

日　4

　法 相談予約受付開始（12/21分）　市総務課　35-2161
　心 横手地域局
　心 十文字町幸福会館

第6回横手市民ステージ祭、横手市交流美術展
　　～4日、10：00～16：00、秋田ふるさと村
おものがわイルミネーション点灯式　16：30～、雄物川
中央公園（悪天候の場合は雄物川コミュニティセンター）
あかりフェスタ　～2月中旬　
　急 平鹿総合病院（西成医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
　心 増田地区多目的研修センター
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　行 心 社協・大雄福祉センター　9：30～12：00
　法 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　　 　10：00～12：00、社協・山内福祉センター　53-3009

　急 市立横手病院（下田医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

　心 大森コミュニティセンター

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　心 横手地域局

　法 大森コミュニティセンター
　　 　10：00～12：00、社協・大森福祉センター　26-3274
　心 十文字町幸福会館
　心 社協・大雄福祉センター
ケヤキ並木のイルミネーション　～1月9日　
第24回槻の木光のファンタジー　～1月8日　
秋田ノーザンハピネッツ『ｂｊリーグ公式戦』
　　～18日、詳しくは18ページ
ウオーキングデー　9：00～、かまくら館サンルーム集合
第6回秋田盆おどりサミットin増田　詳しくは18ページ
よこいち。　10：00～、よこてイースト、「テーマ：アートと写真」
　急 平鹿総合病院（高橋医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848 
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
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【無料相談】  行 … 行政　　 法 … 法律 （要予約）　　人 … 人権
　　　　　　税 … 税務（9：30～12：00）　　 心 … 心配ごと（9：30～12：00）
【救急医療】　急 … 休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人

税
急
児

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

12月４日（日）「カーズ」　　　　　 　　  　　  　 【116分】
12月11日（日）「ワンピースフィルム・ストロングワールド」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【115分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

Pick up
!!

Pick up
!!ピック

アップ
ピック

アップケヤキ並木の
　　　イルミネーション
■12月17日（土）～１月９日（月）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　大森地域の冬の風物詩とな
った『ケヤキ並木のイルミネ
ーション』。15本のケヤキに約
２万５千個の光の花が咲き、
幻想的な空間を演出します。
　12月17日（土）の午後５時か
ら行われる点灯式では、豚汁
やお汁粉、芝桜うどん各200食
が振る舞われます。
◆時　間／17：00～23：00
　　　　　※12月24日と31日は翌日2：00まで
◆場　所／大森地域局庁舎前
◆問合せ／大森地域局産業建設課　26-2116

　電飾かまくらやにぎ
わい広場を彩る光のイ
ルミネーションをお楽
しみください。
　12月４日（日）の正午
からチャリティーイベ
ント、午後３時から点
灯カウントダウンイベントが行われます。
◆時　間／16：00～23：00　　　　　
◆場　所／よこてイースト（横手駅東口）
◆問合せ／よこてイースト管理事務所　38-8851
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ピック

アップ

あかりフェスタ
よこてイーストＹ2(わいわい)プロジェクト

■12月４日（日）～２月中旬

　平鹿地域のシンボル槻の木
に、約５千個の電球が灯され
巨大クリスマスツリーに生ま
れ変わります。琵琶沼周辺で
は約２万個のLEDライトで、
平成高校と平鹿中美術部の生
徒が作成した壁画風絵画や平
鹿地域の小学生が作成した絵
灯篭を優しく包み込みます。
　12月17日（土）の午後５時から行われる点灯式
では、屋台やお菓子のプレゼント、園児による
歌や平鹿中吹奏楽部によるハンドベルが披露さ
れます。（点灯式の会場は平鹿地域局庁舎前駐車場）
◆時　間／18：00～22：00
　　　　　※12月24日と31日は翌日2：00まで
◆場　所／浅舞感恩講保育園前
◆問合せ／槻の木光のファンタジー実行委員会
　　　　　（平鹿地域局産業建設課内）　24-1118

Pick up
!!

Pick up
!!ピック

アップ
ピック

アップ

槻の木光のファンタジー
 

■12月17日（土）～１月８日（日）


